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昭和 63年 度 か らは じまった県営 ほ場整備事業殿城地 区に伴 う埋蔵

文化財の発掘調査 も、本調査 を もって一段落 しま した。

振 り返 りますれば、 昭和 63年 度 はほ場整備の開始の年であ り、林

之郷遺跡 の第一次調査が行 われ、平安時代 の集落址 が記録 されま した。

続 く平成元年度 には林之郷遺跡 の第二次調査 と、八千原遺跡 の調査を

行 いま した。林之郷遺跡 か らは弥生時代末か ら古墳時代 にか けての集

落址が良好 な状態 で検 出され、八千原遺跡 か らは県内で も有数の縄文

時代 の敷石住居群が検 出され、歴史研究 に多大 な成果 を提供す ること

がで きま した。 そ して平成 2年 度、神林遺跡 と下郷古墳群 の調査を行

い、 ここに御報告す る次第です。

3ケ 年 にわた る調査 にあた りま しては、長野県教育委員会、上小地

方事務所、上 国市農政部 の関係各課の方 々の御指導・ 御協力をいただ

き、 ことに、殿城地 区 ほ場整備実行委員会や林之郷・ 漆戸・ 下郷各 自

治会の皆様 には、調査が 円滑 に進捗す るよ う御尽力 いただ きま した。

さ らに、調査 にあた っていただいた諸先生方・ 作業員 の皆様 には、夏

の猛暑か ら烏帽子岳 の吹 き下 ろ しの冷 たい時期、現場で御苦労頂 きま

した。 ここに関係各位 に衷心 よ り感謝 申 し上 げます。

1998年 冬季長野オ リンピックの開催決定 と同時 に、上信越 自動

車道や北陸新幹線 の建設事業が着工 に向け急 ピッチで進捗 し、それ と

ともに各種の開発計画が 目白押 しの状態 とな り、埋蔵文化財 の保護 は

いよいよ最大の難 関を迎 え よ うと しています。 自動車道 や新幹線が長

野県、上 田市 にとって も『 百年の計』 の大事業であ ることは勿論 です

が、遺跡 が語 る歴史 の重 み もまた感 じつつ、皆様方の御理解・ 御協力

を切 にお願 い し序 といた します。

平成 4年 3月

上 田市教 育委 員 会教 育長  内藤  尚



例 口

1 本書は長野県上田市大字下郷字神林における平成 2年度県営ほ場整備事業殿城地区に伴 う、

神林遺跡ほか発掘調査概要報告書である。

2 平成 2年度は、上田市教育委員会が赤羽寮を調査団長として、神林遺跡ほか発掘調査団を組

織 し、平成 3年度は、上田市教育委員会が塩入秀敏を調査団長 として、上田市遺跡発掘調査団

を組織 し、調査を一部委託 して実施 した。なお、事務局は上田市教育委員会社会教育課が担当

した。

3 調査は、 1990年 (平成 2年)6月 1日 から1991年 3月 25日 まで、及び 1991年
5月 1日 から1992年 3月 25日 までの 2ケ 年度にわたって実施 した。この間の調査は調査

団の指導のもと、主に中沢徳士が担当した。なお、下郷第 2号古墳の調査については、特に塩

入秀敏が主に行い、出土人骨については信州大学医学部の西沢寿晃氏に玉稿をいただいた。

4 遺構の実測は塩入、倉沢正幸、中沢、荒井かぎ子が行い、一部を衛写真測図研究所及び新日

本航業仰に委託 して実施 した。

5 遺物の実測・ 観察は荒井 。小野沢恵美子・ 唐沢裕子・ 小林明子・ 大井敬子・ 市村みつ子が行

い、中沢が確認・ 修正 。加筆 した後、 トレースした。なお、一部小川忠博が撮影 した写真をも

とに実測をした。

6 文章の文責は文末に記 した。

7 図版の版組は荒井が行った。

8 遺構の写真は倉沢 。中沢・ 林正治・ 井部定夫が撮影 し、遺物の写真は中沢が撮影 した。

9 遺物の洗浄は現場作業員が、注記・ 接合・ 整理は整理作業員が行った。なお、石膏による復

元は樋口員知子が行 った。

10 本調査にかかる資料は上田市立信濃国分寺資料館に保管 してある。

11 本書の編集発行は事務局が行った。

12 本調査に当たり、次の皆さんに御協力・ 御助言をいただいた。記 して感謝する次第である。

上田市文化財保護審議会、長野県教育委員会文化課、殿城地区ほ場整備実行委員会、下郷自

治会、上田市農協そ菜センター、上田市立清明小学校、小川忠博、信州大学医学部西沢寿晃

(順不同・ 敬称略 )

と3 平成 2年度調査に係る「神林遺跡ほか発掘調査団」の組織は次のとおりである。

顧 問  五十嵐幹雄 (日 本考古学協会員、上田市文化財保護審議会委員)

″   岩佐今朝人 (日 本考古学協会員、上田小県誌考古編編纂副主任)

団 長  赤 羽 寮 (平成 2年 10月 10日 まで上田市教育委員会教育長)

副団長  小 林 陽 三 (上 田市教育委員会教育次長 )

調査員  塩 入 秀 敏 (日 本考古学協会員、上田女子短期大学助教授 )

〃   猪 熊 啓 司 (上小考古学研究会員、長野県長野高等学校教諭)



ク   川 上 元 (日 本考古学協会員、社会教育課課長補佐兼文化係長)

″   倉 沢 正 幸 (長野県考古学会員、上田市立信濃国分寺資料館学芸員 )

担当者  中 沢 徳 士 (社会教育課学芸員 )

調査員  塩 崎 幸 夫 (社会教育課主事 )

〃   久保田敦子 (社会教育課主事 )

14 平成 3年度調査に係る「上田市遺跡発掘調査団」の組織は次のとおりである。

顧 問  五十嵐、岩佐 (い ずれも前出)

団 長  塩 入 秀 敏 (日 本考古学協会員、上田女子短期大学助教授 )

副団長  川 上 元 (日 本考古学協会員、上田市立博物館長 )

調査員  猪熊、倉沢、中沢、尾見智志 (平成 3年 4月 1日 より社会教育課主事)、 塩崎、久

保田

監 事  久 保 浩 美 (上 田市文化財保護審議会委員、元文化課文化財保護係長)、 岩佐

15 本調査に係る事務局の体制は次のとおりである。

事務局長 須 藤 清 彬 (社会教育課長)

同 次 長 川 上 元 (社会教育課文化係長、平成 3年 3月 25日 まで)

寺 島 隆 史 (社会教育課文化係長、平成 3年 4月 1日 か ら)

事務局員 中沢、塩崎、久保田、小林香保利 (平成 3年 3月 25日 まで)、 尾見智志 (平成 3年

4月 1日 から)(社 会教育課文化係 )

16 現場作業に参加・ 協力 していただいた方々 (順不同、敬称略)

柳沢仁美、井部定雄、林正治、岩下真、柴崎仁志、三井千代子、小林ひさ江、久保寺純子、

柴崎和美、荒井かぎ子、逢坂いさむ、小菅洋子、小林てい、清水閲二、宮之上よし子、渡辺袈

裟俊、飯塚謙三、佐野とも、佐野もと江、酒井あい子、小林佐代子、小林増右衛門、成沢伯、

竹内二郎、西沢勝、小山康直、関茂樹、清水芳敏、宮入義一

17 整理作業に参加・ 協力 していただいた方々 (順不同、敬称略)

荒井かぎ子、小野沢恵美子、唐沢裕子、小林明子、大井敬子、市村みつ子、樋口員知子、樋

回若子、日中弥重子、清水閲二、小林由美子、窪田幸子

18 今回の調査により、多 くの遺構 。遺物が検出された。遺構の完掘状況はすべて掲載 したが、

出土状況等は除いた。また遺物は、遺構に伴 う代表的なものを中心に選択 して報告 した。



例

遺 構

1 遺構の略号は、神林遺跡 =KNB、 下郷古墳=SMG一 、竪穴住居址=SB一 、掘立柱建物

址=ST一 、土壊=SK― 、ピット=P一 、溝址=SD一 、竪穴住居址のピット=Pと し、続

く番号は任意で、欠番も生 じている。

2 遺構の版組は、国家座標の北を基準に行ったが、紙面の都合により例外 もある。

3 遺構実測図は、原則 として原図 1/20・ 1/10と し、縮尺 1/4と したが、紙面の都合

により例外もある。

4 遺構が攪乱や切り合いによって破壊を受けている場合は、破線で示 した。

5 遺構の主軸方位は、国家座標の北とのなす角度で示 し、竃を伴 う住居址については、竃を通

る中軸線 とのなす角度で示 した。

6 遺構を示す規模の単位は、原則としてmで、その他の場合は単位を示 した。

7 焼土は網点のスクリーントーンで示 した。

8 遺構写真の縮尺は任意であり、写真の横には、遺構番号と撮影の方向を ( )内 に東・ 西・

南 。北をそれぞれE・ WoS・ Nと 示 した。

遺 物

1 遺物実測図は、原則として原図 1/1、 縮尺 1/4と したが、例外もある。

2 土器の実測方法は 4分割法を用い、右 1/2に 断面及び内面を、左 1/2に 外面を記録 した。

3 黒色処理のある遺物は網点のスクリーントーンで示 した。

4 箆削 りの方向は矢印で示 した。

5 遺物観察表の、法量はcIIlで、 3段構成の上から口径 (蓋の場合は狐み径)、 器高 (完存 して

いない場合は残高)、 底径 (蓋の場合は裾径)を記 し、残存 していない場合は「 ―」 とした。

器質の「胎」は胎土を、「焼」は焼成を、「色」は色調を表す。また、 (外)(内 )は それぞ

れ外面 。内面を示す。

なお、色調は遺物の基本的な色を、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・ 財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』 1991年 を用いて判別 した。

6 遺物写真の縮尺は任意であり、横に記 してあるのは、遺構番号 と、遺物図版番号である。
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第 一 章 序

第 1節 調 査 の 原 因 と 経 過

1 調査に至る経過

昭和62年 6月 23日 付け農村発第80号 で、上田市農政部農村整備課から「県営ほ場整備事業殿城

地区における埋蔵文化財発掘調査について (協議)」 として、上田市殿城地区のほ場整備事業を

昭和63年 度からの事業として計画 している旨の協議があり、昭和63年 度及び平成元年度の当該事

業に係る埋蔵文化財発掘調査については、上田市教育委員会 。上小地方事務所発行の『林之郷』

(昭和63年 度)及 び『林之郷・ 八千原』 (平成 2年度)に 報告 したとおりである。

平成 2年度のほ場整備施工区に係る埋蔵文化財については、下郷集落から北へ上田市 と真田町

との境界に至る神川第 2段 丘をほ場整備するというもので、その施工区域内には周知の埋蔵文化

財包蔵地である神林遺跡と下郷古墳群が存在 していた。このため、平成元年秋、長野県教育委員

会 (以下「県教委」という)、 上小地方事務所、上田市、上田市教育委員会 (以 下「市教委」 と

いう)の 担当課・ 担当職員の出席により遺跡の保護協議を実施 した。 この席上、市教委は、遺跡

の範囲確認のための試掘を早急に実施するよう、県教委より指導を受け、その結果によって再度

協議を実施することとした。市教委ではこの後、試掘調査を実施 し、この結果とほ場整備の設計

図面との照会を行い、平成 2年 6月 12日 再度協議を実施 し、下記の計画で調査を実施することと

した。

発  掘  調  査  言寸
― 画  書

発 掘 調 査 地 上田市大字下郷字神林

】遅 跡 名 神林遺跡・下郷古墳群

遺 跡 の 状 況 地目 (水田 畑 )破壊状況 (一部破壊 )

調査の目的及び概要
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調 査 の 作 業 日 数 発掘作業 122日 、整理作業 122日 、合計 244日

調 査 に要 す る費 用 19,808,000円

調査報告書作製部数 平成 3年 度

発 掘 調 査 の 主 体 者 上田市教育委員会

経 費 の 負 担 割 合 長ィを協稜雲郭贄喬督亀纂t昼家賢担募1141息 ::llli日 1開 i:髭 |

備 考 誤粛?線曇サ雰蚕な罷嬉芋ぞ挙出された時は、その保存について

一方、平成 2年 6月 1日 には、この調査に際 し市教委が新たに組織 した『神林遺跡ほか発掘調

査団』の赤羽寮調査団長と上田市との委託契約が成立 し、同日調査準備に着手 した。
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2 調査の経過

(1)平成 2年度の経過

本調査に係 る平成 2年度の契約、補助金の申請事溶等は次に示す とお りである。

(2)平成 3年度の経過

平成 2年 9月 7日 、平成 3年度の遺物整理・ 報告書刊行 に係 る遺跡の保護協議を県教委・ 上小

地方事務所 。上田市・ 市教委の担当者により開催 と′、整理作業 160日 、事業費 6,000,000円 (農

政部局側負担額 4,530,000円 =75.5%、 文化財保護部局側負担額 1,470,000円 =24.5%)で 、平

成 3年 3月 31日 までに調査報告書を 300部刊行す ることとした。

平成 3年度調査に係 る契約、補助金の中請事務等 は次に示す とお りである。

平成 4年 3月 25日 、本報告書を刊行 してすべての調査を終了 した。 なお、平成 3年度の事業

実績報告・ 補助金の確定 については、本報告書刊行後のため、割愛す る。

国庫補助金関係 県費補助金関係 上小 地方 事務 所 発 掘 調 査 団
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節2第 法方の査調

遺跡名 は長野県教育委員会作成の遺跡台帳 に記載 されている名称『 神林遺跡』『 下郷古墳群』

とした。 また、記録の便宜を図るため、遺跡記号 としてKA一 N― BAYASHIの KNB、 S

HI一 MO一 GOHの SMGを 組み合わせて与えた。各種の記録や遺物の注記等 はこの記号を用

いている。 また、古墳 は地表で確認できたものを西か ら順次番号を、 とか ら 5ま で与えた。

遺跡の調査地区の設定 については、予め試掘 ピッ トを掘 り、おおよその範囲は把握 して したも

のの、 ピッ トの密度が極めて粗か ったため、本発掘 に際 しては改めて トレンチ調査を行 い、遺跡

の性格 と土層の把握を し、併せて面的調査の範囲 =調査区の設定を行 った。

面的調査については、表土、耕作土の排除 はすべてバ ックホーを用 い、その後の作業 は人手に

よった。なお、面的調査に際 しては、 グ リッ ドを設定 し、遺物の取 り上げ、遺構測量 に利用 した。

このグ リッ ド杭の設定 については、国家座標のメッシュに従い、遺跡周辺の三角点の座標値か ら

調査区南側に引っ張 り、 この点を基準点 として 3× 3mの グ リッ ドを設定 した。

なお、最終的の遺構全体測量、石組遺構等については専門業者 に委託 して実測を行い、現場作

業の迅速化を図っている。

第 3節 調 査 日 誌 (抄 )

平成 2年

6/4バ ックホーによる範囲確認の試掘調査、発掘器材搬人、テ ン ト設営

6/7範囲確定の試掘調査終了、バ ックホーによる表土剥

6/11表土剥～遺構検 出作業

6/15降雨のため午前で作業中止

6/19専門業者による基準点測量

6/22調査区域の桑の伐採

6/27グ リッ ド杭打ち開始

6/29桑 の抜根をバ ックホーで行 う。

6/30遺構掘 り上げ開始

7/2出土遺物の整理を埋蔵文化財整理室 にて開始。

7/4テ ン ト移動、SIG 3の周囲に トレンチをいれる。降雨のため午後 3時作業終 了。

7/10古墳の掘 り方や構造 について研修。作業班の編成

7/12専門業者によるSMG l～ 3の 現況測量

7/18 SIG 3の側壁が倒れる恐れがあるため、バ ックホーによ り取 り除 く。 グ リッ ド杭打ち

7/21上田市立第五中学校 2年 5組の生徒・ PTA見 学に来訪

8/2信濃国分寺資料館考古学教室来訪

8/7 SIG 2に 積み 上げ られた石を除去

8/10
1 お盆休み

8/16
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8/20社 会教育課事務局及び土木課大塚主査来訪、古墳の移築について検討。

8/22 SMG-2排 土のウォーターセパ レーション開始。玉類が出土

8/23S【 -18よ り耳皿出土

8/28 SMG lの 周辺発掘のため、ブル ドーザーにより積み上げられた排土を移動。

9/4専門業者によるSXC-2の ステレオカメラ測量

9/13信州大学西沢寿晃氏SIG-2出 土の人骨分析のため、来訪。

9/18上 田市文化財保護審議会委員 4名祝察

9/26小 泉の高田遺跡発掘作業員、応援に参加。

10/9上田市土木課工事係、SMC l及びSMG 2の側壁倒壊防止のため、材木により補強する。

10/12調 査区内の清掃

10/16専 門業者による空測 (バルーン)

H/2発 掘器材の撤収、現地調査終了

11/3発掘器材の整理、整備

この後、上田市立清明小学校内埋蔵文化財整理室において平成 3年度まで整理・ 報告書作成作

業を実施 し、平成 4年 3月 25日 、調査報告書を刊行 してすべての調査を終了 した。

立早 遺 跡 の 環

1節 自 吠
〔

神林遺跡及び下郷古墳群の位置する地域は、地形的に見ると大きくは千曲川右岸に展開する上

田盆地の東側にあたる。ここは特に上田盆地の北東部にそびえる四阿山(2,33加 )に 源をもつ神川

によって形成された一大扇状地形を呈 した地域である。神川た岸の神川扇状地では、第 1段丘面

。第 2段丘 。第 3段丘面及び赤坂集落の谷口扇状地などから構成されている。第 1段丘面では標

高約580mの大日ノ木集落付近を頂点として半径 4 kmの 規模で南に広がり、その先端部は500mの

等高線をもって段丘崖 として終わっている。またこの押出しが第 2段丘にも及び、新 しい扇状地

をつくっている。現在の神川は回春 して下刻 し、この面よりかなり低いところを流れているが、

長い年月のうちに流路が次第に西に偏 したため、このように南北方向に見事な三段の段丘を形成

しているといえるのである。

第 1段丘面は現河床面より約20～ 30mの 比高をもち、森 。大日ノ木・ 小井田・ 町吉田などの各

集落が立地する広い面で、通称吉田面と呼ばれている。この面の地質は神川の運んだ厚い砂礫層

からなり、地表面は 1～ 2mほ どの厚さを持つローム層に覆われている。古 くか ら周辺の神明川

や瀬沢川から、この面に水を取り入れたり、また吉田堰 (童女堰)の 開削などによる開拓が行わ

れたため、現在立派な水田地帯となっている。 しか し、昭和62年度この面の大字芳田字訳口上に

所在する訳口上遺跡の発掘調査を実施 した地域では、水便の悪さのため、下流の水田地帯へ田用

水を公平に配分する用水堰の分配施設としての『訳口』が字名になったと見 られ、水に苦心を し

境

　

境環的
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番 号 連違 跡 名 時 代 備 考 番 号 遅 跡 名 時 代 備 考

2 石 矢 遺 跡 朋 30 荒 神 田 遺 跡 平

3 赤 坂 将 軍 塚 古 墳 古 蜘
つ
ジ 訳 日 上 遺 跡 紳 1987魏

4 托 田 遺 跡 縄・平 32 中 吉 田 違 跡 縄弥平

5 北 屋 敷 遺 跡 縄・平 33 今 井 遺 跡 平

6 城 山 違 跡 縄 34 い な ど 坂 遺 跡 縄

7 上 組 遺 跡 平 35 吉 田 原 古 墳 群 古

8 矢 沢 古 墳 古 39 中 道 遺 跡 縄・弥

9 宿 組 遺 跡 平 40 上 野 東 遺 跡 縄

10 ¥沢 遺 跡 平 41 陣 馬 塚 古 墳 古

下 左 日 違 跡 縄 42 玄 馬 塚 古 墳 古

12 下 樋 日 遺 跡 平 43 熱 泰 寺 古 墳 古

13 石 坪 違 跡 弥 44 熟 泰 寺 遺 跡 縄

14 神 林 遺 跡 縄弥平 45 七 ツ 塚 古 墳 群 古 帷 醐

15 下 郷 古 墳 群 古 46 嫁 田 塚 古 墳 古

16 大 日 の 本 古 墳 古 47 野 竹 嫁 古 墳 古

17 大 日 の 本 遺 跡 縄弥平 48 篠 井 久 保 遺 跡 弥・平

18 北 の 平 遺 跡 平 49 笹 井 嫁 古 墳 古

19、 20 八 千 原 ・堂 下 遺 跡 縄～平 50 掛 の 宮 遺 跡 縄・古

21 太 田 遺 跡 平 51 掛 の 宮 古 墳 古

22 柴 崎 古 墳 古 52 染屋台条里本田遺跡 弥～平 '84,'35漉

23 井 戸 田 遺 跡 縄弥平 54 国 分 遠 跡 群 博

24 尾 無 遺 跡 縄・平 56 国 分 周 辺 遺 跡 群 縄～平

25 林 之 郷 遺 跡 縄～平
188、 '89譴 398 氷 沢 古 墳 群 古

26 日 ノ 井 古 墳 古 399 氷 沢 遺 跡 縄・平

27 高 寺 古 墳 群 古 407 矢 沢 氏 支 城 跡 近

28 生 地 場 古 墳 古 410 伊 勢 崎 城 跡 近

29 中 村 I遺 跡 縄 412 岩  門  城  跡 近

第 1表 ネ脚 週動卜壌表
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たかつての歴史を見た。近年 この面の段丘崖 に沿 って、桜台 。みすず台などの住宅団地 もでき、

また浅間山麓広域農道 などの開通 に伴 って、様相が一変 しつつある。

第 2段丘面は今回調査 した神林遺跡や下郷古墳群、昭和 63年度及 び平成元年度 に発掘調査を

実施 した林之郷遺跡及 び八千原遺跡の位置す る面で、第 1段丘 よ り約10～ 12m低 く形成 されてい

る。 この面 も比較的広 く林之郷や上青木など五つの集落があ り、林之郷面 と呼ばれている。地質

も第 1段丘面 と比べて、あまリローム質の強 くない土層で比較的通水性 もよ く、 またい くつかの

用水堰に恵 まれているため、現在同様 に広い水田地帯 になっている。 この面 もまた宅地化の波が

押 し寄せて きていることもいなめない。林之郷集落周辺では、住宅のある部分がやや高い微高地

となってお り、集落東側即 ち第 1段丘崖下で低 くなる。 いわゆる後背湿地の様相を呈 しているこ

とがわかる。遺跡の主体部 は、 したが ってこの若干高い部分の集落の中で、 さらに一帯 に広が っ

ていることが分布調査で確認 されている。 また、第 3段丘面は全体的には神川氾濫原 としての比

較的狭い平坦面 として とらえ られている。 この段丘面に包括 されている久保林集落のあるところ

は、 2～ 3m高 い微段丘を形成 して安全な平坦地 となっている。 この面は久保林面 と呼ばれてい

るところであるが、やはり近年宅地化が急速 に進化 してお り、かつての景観が変貌 している。

一方、神川右岸の染屋面では25m内 外の急崖 となってお り、僅かにベ ンチ状 に第 2・ 第 3段丘

が形成 されているだけである。 これは前述の通 り、神川の流路が下刻 と同時に漸次西偏 したため、

東側の左岸では見事な段丘 となるのに対 して、右岸では浸蝕 され段丘が形成 されに くい といえる。

第 2節 歴 史

上田市域の東側 にあたる一帯の歴史的環境を見てみると、 とくに考古学的遺跡で烏帽子岳西南

麓に分布す る遺跡 として把握 され、各段丘か らは縄文期か ら奈良・ 平安時代 に属す、い くつかの

遺物・ 遺構が確認 されている。

今回調査を実施 した第 2段丘面の考古遺跡か ら概観す ると、 まず 一連の林之郷遺跡群及び、 こ

の遺跡群の北側 には、漆戸地籍の八千原 。堂下・ 北の平などの遺跡があ り、南側では蒼久保地籍

の中村 Ⅱ遺跡が、西側 には太田・ 法楽寺遺跡が分布調査等 によって確認 されている。 この うち、

林之郷遺跡群の茅御堂遺跡及び太田遺跡 は、昭和49年 広域農道開削に伴 う事前の発掘調査が行わ

れ、太田遺跡か らは吉墳時代鬼高期の住居址 4軒、同期の高床状遺構、また平安時代国分期の住

居址 4軒 とこれ らに伴 う豊富な遺物を検 出 した。また茅御堂遺跡か らも古墳時代五領期 。和泉期

・ 鬼高期の各住居址及び集石遺構・ 竪穴遺構 とそれぞれに伴 う遺物が検出され、 この地域の様相

がかなり明かにされたのである。

昭和68年 度の林之郷遺跡群の林之郷地区分の調査では、奈良時代か ら平安時代 にかけての集落

址を検出 し、続 く平成元年度の同遺跡の茅御堂地FX分 では弥生時代終末か ら古墳時代 にかけての

集落址が良好な状態で検出されている。 また、同年の八千原遺跡の調査では、縄文時代中期か ら

後期 にかけての敷石住居址を中心 とした大集落が検出され、上田市においては最大規模の縄文の

遺跡の調査成果を上げた。

古墳は遺跡群の中の南側、蒼久保字中村に高寺古墳 1・ 2・ 3・ 号墳が、およそ30m前 後の間

隔で南北に並んでいる。いずれ もほとん ど破壊 された古墳で、正確な規模 は不明であるが、 3号

環的

-7-



墳の残存状態等から直径約 5m。 高さ約 lmほ どの比較的小規模な終末期古墳と見 られる。同様

な規模の生地場古墳が高寺古墳の僅か西南部の墓地内にある。また、林之郷字塚田の段丘端部に

もロノ井古墳がある。 この古墳も墓地内にあり、墳丘が破壊され石室が露出しているが、直径約

9mほ どの円墳とみられる。なお、対岸の第 2段丘面にあたる笹井地籍にも、笹井塚古墳・ 掛ノ

宮塚古墳また第 1段丘面の社宮寺古墳等の小規模な終末期古墳があり注意される。 このうち特に

笹井塚古墳からは、かつて直刀 2本 と刀子などが発見されている。

第 1段丘面では、小井田集落を中心として縄文中期加曽利 E式土器・ 石鏃 。打製石斧・ 凹石 。

砥石、弥生後期箱清水式土器及土師器・ 須恵器など豊富な遺物を出土する井戸田遺跡、縄文中期

土器・ 土師器などを出土する尾無遺跡、平安期と見 られる土師器を出土する戒田遺跡などがある。

また中吉田集落一帯に広がる中吉田遺跡群は、この面における最 も豊富な資料を提供 している遺

跡として知 られる。この遺跡群の中心は次郎淵と無量寺の両遺跡で、前者からは縄文中期勝坂式

土器片、弥生後期箱清水式土器片、土師器・ 須恵器などが採集され、さらに子持勾玉も検出され

ており、注意される遺跡である。後者からは縄文中期加曽利 E式土器、弥生後期土器、土師器・

須恵器が採集されている。ここか らは加曽利 E期 に比定される台付有孔鍔付土器 も発見されてお

り、本遺跡 も特に注意されている。

さらにこの遺跡群の西側に、いずれも後半期の上師器・ 須恵器を出土する荒神田遺跡、訳口上

遺跡、今井遺跡が確認されている。 このうち、昭和62年調査を実施 した訳口上遺跡からは、奈良

時代前半と見られる竃を伴う住居址や溝址・ 土装・ ピットなどの遺構が検出された。また、この

段丘面の吉墳分布を見ると、南側段丘崖のみすず台団地のほぼ中央にある下青木吉田原吉墳が現

存するのみである。この古墳の墳丘は東西15m、 南北 13m、 高さ4mの 円墳で、石室内部は玄室 と

羨道の区分が明確ないわゆる両袖式で、石室の総長6.6mを 計る横穴式石室を持っており、市指定

史跡となっている。このほか周辺には、旗鉾塚古墳・ 寺沢古墳・ 尾無古墳など、古墳時代後期に

属す、いくつかの古墳がかつて存在 したが、団地の造成等で破壊されてしまった。このうち、尾

無古墳からは直刀・ 鉄鏃などが出土 したという記録がある。

このように、神川扇状地周辺にはいくつかの良好な遺跡が存在 していることが知 られ、今回調

査 した神林遺跡及び下郷古墳群もまた、大いなる期待の内に調査が開始されたのである。

神林遺跡の基本的な土層は第 3図 に示 したとおりである。

第 3節 基 本 的 層 序

1 耕作土

2 褐色土

3 黒褐色土

(遺構確認面)

第 3図  神林遺跡土層柱図
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番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 覆 土 層

1 1黒褐色砂質土 (ロ ーム混入)

2 1黒褐色砂質± 2黒褐色砂質土 (黄色上ローム状に混入)

3 1黒褐色砂質土 (黄色土混入)

4 t黒褐色砂質土 (黄色土混人)

5 1黒褐色砂質土

6 1黒褐色砂質土

7

1黒褐色砂質土

1黒褐色砂質土

11

1黒褐色砂質土 (10cm～ lcmの石、黄色土混入)

1黒褐色砂質土 (黄色上混入)

t黒褐色砂質土

J黒褐色砂質土

1黒褐色砂質± 2黒褐色砂質土 (黄色土少量混入) 3黒褐色砂質土 (貢色土多
量混入) 4黒褐色砂FIt(黄色土混入) 5黄褐色砂質上 6黒色砂質土

1黒褐色砂質土 (黄色土混入) 2黄色砂質土

1黒褐色砂質土 (黄色土少量混入)2黒 褐色砂質土 (黄色土多置混入)

1黒褐色砂質土 (黄色土少量混入)2黒褐色土 (小石、黄色土多量混入)

黒褐色砂質± 2黒褐色砂質土 (小石、黄色土混入)

黒褐色砂質土 (小石多量混入)

1黒色砂質± 2黒色砂質土 (黄色上混入)

3黒色砂質土 (黄色上ブロック状に混入)

1黒褐色砂質± 2黒褐色砂質土 (黄色土混入)

1黒褐色砂質± 2黒褐色砂質土 (黄色土混入)

1黒褐色砂質土

土 表覧壊第 6表

-41-



番 号 長径 (cm) 短径 (cm) 深さ(cm) 番 号 長径 (cm) 短径 (c皿 ) 深さ(cm) 番 号 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm)

J 8 7

2 0 12

3 0

4 0

5 0

6 8

7

8 8

9

17

8

4

8

6

2

4 6

0

6

6

7

8

9
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5 遺物観察表

遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-01

54- 1

邪

1lR市

18.5
6_5

4/5

胎 ;0,25の 礫、粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ,(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

丸底から緩く内弯 しな
がら立ち上がり、日縁
部で短 く外反する

(休 )下位縦位の箆磨き、上位横
位の箆磨き

(内 )日 唇部横位の箆磨き、体部
縦位の箆磨き

SB-01

54- 2

郭
　
帥

13.4
5_6
7.1

1藪 ぼ
完存

胎 ,0,4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ;(赤 )5VR8/3淡 橙色

(内 )5YR8/3淡 橙色

部

ヽ
す

体
き
反

ら
開
外

か
ら

に

部
が
か

底
な
僅

の
し

で

台
弯
部

高
内
縁

付
は

口
る

(外 )朝櫨による撫で
(内 )競輯による撫で

SB-01

54- 3

高邦

上師

16.4
14,0
13,4

邪5/6
削2/3

胎 ,03の礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR5/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR5/4に ぶい橙色

邪部下位に稜を有 し、
外反 して口縁に立ち L
がる 脚部は外傾 して
開き、裾部で外反する
粘土帯積み_と げ

(外 )縦位の箆磨き
(内 )郭部は精緻な箆磨き、口縁
・ 裾部は横位の撫で、脚部横
位の箆削り

SB-01

54- 4

高郭

11を 自ill

17.8
13.6
14.0
邪乾存
脚一部欠

胎 i04の礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/6明 赤褐色

(内 )5YP5/6明 赤褐色

外
立
千

で

ヽ
に
若
裾

て
部

で
は

し
体
縁
部

曲

る
口
脚

る

屈
す

ヽ
　
す

で
傾
り

る
反

部
外
が
す
外

底

。
上
弯
曲

脚
反
ち
内
屈

(外 )縦位の箆磨き
(内 )郭部縦位の箆磨き、脚裾部
・ 口縁部は横位の撫で、脚部
は横位の箆削り

SB-01

54- 5

高郭

:L白市

15 3
55

奸3/5

;0.3の 礫、黒雲母、粗砂
粒を多く含む
,良 好
i(外 )5YR5/3に ぶい赤褐色

(内 )5VP5/4に ぶい赤褐色

胎
　
焼
色

体部は僅かに内弯 して
開く

(外 )撫 で
(内 )撫 での後縦位の箆磨き

SB-01

54- 6

高j7h

「it市

118
55

郭部
完存

胎 ;精良
焼 i良好
色 ;(外 )2 5VR7/3浅 黄色

(内 )2 5VP7/3浅 黄色

体部は内弯 して立ち上
が り、口縁部で外反す
る

(外 )縦位の丁寧な箆磨き
(内 )縦位のT寧 な箆磨き

SB-01

54- 7

高必

1:B市

60

据1/3

胎 ;雲母、細砂粒、白色粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YP6/3に ぶい褐色

(内 )7 5YR6/4に ぶい褐色

ラッパ状に広がる (林 )脚部縦位の箆削りの後撫で
裾部横位の撫で

(内 )脚部横位の箆削りの後撫で
裾部横位の撫で

SB-01

54- 8

高イ

土師

7_4

脚部
のみ

胎 ,03の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YP6/4に ぶい赤褐色

粘土帯積み上げ (舛 )縦位の精緻な箆磨き
(内 )横位の箆削り

SB-01

54- 9 土師

83
4.3

口縁
7/8

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR5/3褐 色～6/3

にぶい褐色
(内 )7.5YR6/3に ぶい褐色

で
で

撫
撫

SB-01

54-10

甕
　
剛

15,0
8.0

日縁～限
1/5

胎 ;黒雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR4/8赤 褐色

(内 )5YR4/8赤 褐色

頸部は「 くの字]状 に
外反する
粘土帯積み上げ

(外 )口 縁部横位の撫で、体部不
定方向の箆削り

(内 )口 縁部横位の撫で、体部箆
状工具による撫で

SB-01

54-11

甕

土師

203
84

日縁～嗣
1/5

胎 ,03の 礫、石英、粗砂粒
を多 く含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7 5VR6/4に ぶい橙色

(内 )7 5VR3/2黒 褐色

頸部は緩 く外反す る (休 )口 縁部横位の撫で、胴部斜
位の箆削り

(内 )口 縁部横位の撫で、胴部木
口状工具による撫で

第 8表  住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (1)
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遺構No

図版No

種
類

器
種

法量

残存
質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-01

54-12

甕

土師

・
６
姥

一
日1/4
田部一部

胎 ;黒雲母、雲母、石英、粗
砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5VR5/4に ぶい赤褐色

口縁部は「 くの字」状
に外反す る
粘土帯積み上げ

(外 )口 縁部撫で、胴部箆撫で
(内 )口 縁部・ 体部箆撫で

SB-01

55-13

甑

土師

179
17 6
胴部
2/3

胎 ;雲 母、粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ;(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐色

孔部より緩やかに立ち
上がり胴部中位から内
傾する
粘土帯積み Lげ

(外 )孔部は横位の撫で、胴部縦
位の箆肖1り の後撫で

(内 )孔部は横位の撫で、胴部横
位の箆削りの後撫で

SB-0,

55-14

甑

土師

55
3.0

底部
3/4

胎 ;石英、粗砂粒を僅か含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR6/3に ぶい赤褐

色 (内 )7 5VR6/3に ぶい赤
褐色

底部より緩やかに外傾
し口縁部に至る

き
き

磨
磨

箆
箆

SB-01

55-15

甑

土師

．８．５５．５円
鮎

胎 ;雲母、粗砂粒を合む
焼 :良好
色 ,(外 )5YR5/4に ぶい赤褐色

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐色

孔部より緩やかに立ち
上がる
粘 柱帯積み上げ

(休 )胴部縦位の刷毛撫での後箆
磨き

(内 )孔部撫で、胴部縦位の箆磨
き

SB-03

56-1

蓋

:上 自下

12.7
5.8

完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 |(外 )2.5YR6/6橙 色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

」llみ 部中央にへこみを
有す

き
き

磨
磨

箆
箆

な

な

緻

緻

精

精

SB-03

56- 2

蓋
　
蜘

残3 9

帆部完存
体―都

胎 i精良
焼 ,良好
色 ,(外 )10YR7/31こ ぶい黄糟

色  (内 )10YR7/3に ぶい賞
橙色

(林 )精緻な箆磨き 孤み部は縦
位の箆削りの後撫で

(内 )精緻な箆磨き

S3-03

56- 3

郷

■師

10 7
35
49

完存

胎 ;金雲母を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR8/3浅 黄橙色

(内 )7.5YR8/3浅 黄橙色

平底の底部か ら体部 は
内弯 しなが ら立ち上が
る

(外 )魏櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競櫨による撫で
競櫨右回転

SB-03

56- 4

郭

土師
完 存

胎 ;金雲母を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部か ら体部は
内弯 しなが ら開 く

(体 )雑幅による撫で、底部 End転

糸切 り
(内 )軽轄による撫で
競鑢右回転

SB-03

56- 5

郭

土師

10.1

27
50

完存

胎 i金雲母を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/41こ おミい市登てヨ

平底の底部から体部は
内弯しながら開く

(休 )鍼櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯輯による撫で
軽櫨右回転

S8-03

56-6

郭

土師

,7.0
34
4,7

完存

胎 i粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR8/3淡 橙色

(内 )5YR8/3淡 橙色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開き、口
縁部は僅かに外反する

(外 )軸櫨による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )械櫨による撫で
魏輯右回転

SB-03

56- 7

堺

土師

10.0
3.2
4.8

完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR8/4浅 黄橙色

(内 )7 5YR8/4浅 黄橙色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )競櫨による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯鞭による撫で
軸轄右回転

第 9表  住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (2)
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-03

56- 8

雰

土師

10.3
3.4
44

日一部次
ほぼ完存

胎 ;金雲母を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )軸轄による撫で、底部回転
糸切り

(内 )機轄による撫で
朝横右回転

SB-03

56- 9

郭

土師

10.6
2.5
5.0

日緑部
―郎欠

胎 ,金雲母を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR7/6橙 色

(内 )7.5YR7/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏横による撫で
機櫨右回転

SB-03

56-10

郭

土師

10.0
3.0
4.5

日2/3

底部完

胎 ,金雲母を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しながら立ち上が
り口縁部は僅かに外反
する

(外 )雛輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輯による撫で
魏櫨右回転

S3-03

56-11

郷

土師

10 0
3.0

日縁部
2/5

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 i良好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )軽輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏韓による撫で
軸幅右回転

SB-03

56-12

邦

1:師

。
４
■

一
日1/5
底1/4

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ;(外 )5YR5/4に ぶい赤褐色

(内 )2.5YR4/6赤 褐色

平底の底部から体部は
内弯 しながら立ち上が
り口縁部は僅かに外反
する

(外 )輯輯による撫で、底部静止
箆切り

(内 )競櫨による撫で

SB-03

56-13

邪

土師 日1/5
底1/2

胎 ,0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5Y27/3に ぶい橙色

(内 )黒色

は
縁

部

回
る

体
き
す

ら
開
反

か
ら
外

部
が

に

底
な
か

の
し
僅

底
弯

は

平
内
部

(外 )輯輯による横撫での後箆調
整

(内 )競鑢による撫で

SB-03

57-14

郭

土師

10.4
3.0
5.6

日1/6
欠 底完

胎 ;金 雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )10YR7/3に ぶい黄橙
色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )械輯による撫で
軸輯右回転

SB-03

57-15

イ

土師

10.9
31
5,3

日1/6
欠 底完

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR8/4浅 黄橙色

(内 )7.5VR8/4浅 黄橙色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開き口縁
部は僅かに外反する

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )軸輯による撫で
輯輯右回転

SB-03

57-16

雰

土師

10.3
26
5,2

日3/2
底部完淳

胎 ;金雲母を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR6/6橙 色

(内 )9YR6/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )概輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏鞭による撫で
機輯右回転

SB-03

57-17

郭

土師

10.4
3.1
4.9

日2/5

底部完存

胎 ;金雲母を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )5YP7/4に ぶい橙色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開き口縁
部で外反する

(林 )軸韓による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競頼による撫で
軸輯右回転

SB-03

57-18

イ

土師

10.2
30
39

日1/2
底―器欠

胎 ,金雲母を含む
焼 ;良好
色 ;(赤 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )輯輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )鞭櫨による撫で
軽頓右回転
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-03

57-19

郭
　
鰤

10.6
3.9
4.5

日1/2

底部完存

胎
焼
色

粗砂粒を僅かに含む
良好
(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯櫨による撫で
輯櫨右回転

SB-03

57-20

郭

土師

10,6
3.2
4.3

日1/3

底部完存

胎 ,金雲母を含む
焼 i良好
色 ;(外 )5VR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )朝櫨による撫で
競輯右回転

SB-03

57-21

郷

土師

14.2
41

日一部
体1/5

胎 ;精良 細砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YP7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/41こ おヾいれと(ヨ

丸底の底部から体部は
内弯 して開き口縁部で
短 く外反する

き
き

磨
磨

箆
箆

SB-03

57-22

雰 ?

土師

14 4
50

1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/6れ登て色

な
部

し
縁

弯

口

内
り
る

く
が
す

緩
上
反

ら
ち
外

か
立
曲

底
ら
屈

丸
が

で

(赤 )箆磨き
(内 )放射状箆磨き

SB-03

57-23

郭

上師

4 1

64
高台部
1/3

胎 ,金雲 母、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

(外 )高 台郭部競輯による撫で
(内 )競頼による撫で

SB-03

57-24

琢

土師

2.5
6.0

体一部
広部完存

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YP5/6明 赤褐色

(内 )黒色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )精緻な箆磨き
械輯布回転

SB-03

57-25

郭

土師

10.2
45
5.8

日4/5

底部完存

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YR7/2明 褐灰色

(内 )黒色

高台付き底部から内弯
して立ち上がる

(外 )競幅による撫で
(内 )輯轄による撫での後、底部

中央から4条 の放射状の箆磨
き 黒色処理

SB-03

57-26

不

土師

10.6
45
5,7
1/3

底部完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ,(外 )10YR7/2に ぶい黄橙

色 (内 )黒色

高台付き底部から内弯
してまち上がる

(外 )輯櫨による撫で
(内 )精撤な磨き

SB-03

57-27

邪

須恵

11 0
45

日1/5
体3/4

胎 ;白 色粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YR3/1オ リーブ黒

(内 )10YR3/1オ リーブ黒

丸底の底部から内弯 し
て立ち上がり、十」縁部
との間に最大径を稜に
持ち、口縁は内傾する

(外 )裾・ 岡縁部競鑢による撫で
天丼部競輯による箆削り

(内 )軸幅による撫で

SB-03

57-28

高郭

土師

．８．２一体一部脚

胎 ;精良 粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YP7/4に ぶい黄橙

色 (内 )10YR7/4に ぶい責
橙色

(外 )箆磨き
(山 )邦部箆磨き、脚部横位の箆
削り

SB-03

57-29

高雰

土師

４
．
３

５
．
６

一
ん
撒

胎 ;比較的精良 粗砂粒を含
む

焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YR5/8研褐色(赤色塗彩)

(内 )7 5YR5/8明掲色(示と塗彩)

脚部 との接合部より直
線的に広が り、屈曲 し
て一旦僅かに外反 し、
口縁部にかけて内弯す
る

(外 )輯櫨による本田状I具 の撫
での後箆磨き

(内 )絨横による撫での後箆磨き

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (4)第 11表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-03

58-30

高邪

土師

85

脚部の裾
一部

胎
焼
色

精良 粗砂粒を含む
良好
(外 )25Y7/4浅 黄色
(内 )25Y7/4浅 黄色

(外 )脚部精級な箆磨き
(内 )横位の箆削り

SB-03

58-31

高郭

須恵

11.0
9,0
9,8

側部完日
体3/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ,良 好
色 i(外 )10Y3/1オ リーブ黒色

(内 )10Y3/1オ リーブ黒色

脚裾部で大きく広がり
稜を有 し、口縁は内傾
する

(休 )輯輯による撫で
(内 )競輔による撫で

SB-03

58-32

皿

土 師

11,8
2.7
40

皿完
高台一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )7 5VR7/2明 褐灰色
(内 )7 5YP7/2明 褐灰色

(外 )輯輔による撫で
(内 )輯輔による撫で

SB-03

58-33

椀

上師

14 2
59

日2/3
体3/4

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YP7/3に ぶい橙色

(内 )黒色

弯

る

台

内

す

高
部
反

付
体
外

し口縁部やや
(外 )競輯による撫で
(内 )競輯による撫での後放射状
の箆磨き

SB-03

58-34

鉢

土師

205
105

日1/2
体1/3

胎 i金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(林 )7 5YP7/3に ぶい橙色

(内 )黒色

口縁部ヽ
Ｚや

し
す

弯
反

内
外

は
や

部
や

体

で
(外 )口 縁部～体部競輯による横
撫での後箆撫で

(内 )城輯による横撫での後箆撫
で

SB-03

58-35

甕

土師

10.0
7.0

日縁部体
部1/4

胎
焼
色

精良
良好
(外 )10YR3/3暗褐色
(内 )7 5YR6/6橙 色

口縁「 くの字」状に外
反する

(休 )精級な横位の箆磨き
(内 )箆削りの後、精緻な横位の
箆磨き

SB-03

58-36

甕

土師

18.2
5,4

日1/3

“

一部

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )2 5YR4/6赤 褐色

(内 )5YR4/4に ぶい赤褐色

□縁部は外反する (外 )口 縁木口状工具による横撫
で、体部箆撫で

(山 )木 口状工具による横撫で

SB-08

59- 1

郭

土師

12.2
3.5
44

1嵌 ιぎ

完存

胎 ;金雲母、石実、粗砂粒を
含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7 5VP6/4に ぶい橙色

(内 )7.5VR6/4に ぶい橙色

平底より内弯 して立ち
上が り、口縁部で僅か
に外反する

(外 )体部朝櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )軽輯による撫で
輯輯右回転

SB-08

59- 2

邦

土師

12.2
3.7
42
2/3

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5VR3/2黒 褐色

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐色

平底から体部は内弯 し
て立ち上がり、口縁部
で僅かに外反する

(外 )体部輯幅による撫で、底部
回転糸切り

(内 )競幅による撫で
輯輯右回転

SB-08

59- 3

郭

土師

122
3.4
4.4
1/2

胎 ,金雲母、石英、粗砂粒を
多 く含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/4に ぶい赤褐色

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐色

平底 より立 ち上が り、
体部は内弯 し口縁部で
僅かに外反す る

(外 )体部競幅による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯櫨による撫で
競櫨右回転

SB-08

59- 4

郭

土師

３
．
＆

“

／

胎 ,0,4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ;(舛 )2 5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

は
が

部
上

体
ち

り
立

上
ｒ
ら

部
が

底
な

の
し

底
弯

平
内

る

(外 )体部朝輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯輯による撫で
軽輯右回転

第 12表  住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (5)
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遺構No

図版No

種
類

器
種

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-08

59- 5

邪

土師

122
36
5.0

完存

胎 ;石英、粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )5YP6/4に ぶい橙色

は
が
外

部
上

に

体
ち
か

ら
立
僅

か
ら

で

部
が
部

底
な
縁

の
し

口
る

底
弯

ヽ
す

平
内
り
反

(外 )体部輯嬢による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯幅による撫で
輯輯右回転

SB-08

59- 6

郷

土師

胎 ,04の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/31こ ぶい赤褐色

(内 )5VR6/4に ぶい橙色

僅かに上げ底の底部よ
り体部は内弯 しながら
立ち上がる

(4)体 部輯輯による撫で、底部
回転糸切 り

(内 )競輯による撫で

SB-08

60- 7

郭

土師

11.2
3.1
58
1/6
症1/4

胎 ;礫、石英、粗砂粒を多く
含む

焼 ;良好
色 ,(外 )2 5YR5/4に ぶい赤褐

色 (内 )2.5VR6/6橙 色

平底より立ち上がり内
弯 して口縁に至る

(外 )体部輯幅による撫で、底部
回転糸切り

(内 )軸輯による撫で

SB-08

60- 8

郷

土師

11.0
30
4.4

体1/3
底1/2

胎 i粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR6/3に ぶい褐色

(内 )715Y26/3に ぶい褐色

平底の底部より内弯 し
ながら立ち上がり、口
縁部は僅かに外反する

(外 )体部雛櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯輯による撫で、箆磨き?

SB-08

60- 9

イ

土師

15,8
4.7

日縁部
1/3

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5VP7/6橙 色

(内 )7.5YP8/3浅 黄橙色

内弯 した体部 で撫る
き

よ

磨
に
な

輯
級

競
精

SB-08

60-10

不

Jt師

一
巧
発
部
存

１
４
底
完

胎 ;粗砂粒を多 く含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YP7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YP7/4に ぶい橙色

平底の底部 (休 )底部回転糸切り
(内 )競輔による撫で
競幅右回転

SB-08

60-11

郭

土師

一
一
郷
部
存

４
底
完

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )5VR6/4に ぶい橙色

平底の底部 (外 )底部回転糸切り
(内 )輯幅による撫で

SB-08

60-12

郭

土師

一
姥
刊
部
存

１
５
底
完

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(林 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )7.5YP6/4に ぶい橙色

僅かに上げ底の底部 (外 )底部回転糸切り
(内 )魏櫨による撫で
競輯右回転

SB-08

60-13

邦

土師

25
76

高2/3
底部完,

胎 ;粗砂粒を含む
焼 i良好
色 i(外 )7 5VR5/3に ぶい褐色

(内 )7.5VR5/31こ おミい1目 そヨ

付高台 で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

輯
輯

輯
輯

SB-08

60-14

邦

土師

19
76

高台
のみ

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(休 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )5VR6/4に ぶい橙色

付高台 で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

輯
輯

競
戦

SB-08

60-15

邪

土師

23
66

体部完存
高1/2

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR6/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (赤 )魏幅による撫で、底部回転
糸切り

(山 )競櫨による撫で 黒色処理

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (6)第 13表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-08

60-16

邦

上師

2.4
70

高3/4
底部完存

胎 ,石 英、細砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(林 )7 5YR6/3に ぶい褐色

(内 )黒色

付高台 (外 )輯輯による撫で
(内 )鞭輯による撫で

SB-08

60-17

郭

1土 B市

2.4
6.0

高1/2
底郎完存

胎 ,粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 i(外 )5YR6/3に ぶい橙色

(内 )黒 色

付高台 (外 )競韓による撫で

(山 )黒色処理

SB-08

60-18

望

須恵

脚
側
一酬
周

胎
　
焼
色

む

礫を僅か、石英を多く含
軟質

良好
(外 )10YR4/1褐灰色
(内 )10YR5/1褐 灰色

顕部を持ち口縁は外反
する

(休 )朝轄による撫で
(内 )輯櫨による撫で

SB-09

61-1

郭

土師

12.0
3_3
7.6
1/3

胎 ;石英、粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YR5/6明 赤褐色

平底 より内弯 して立ち
上が る

(外 )体部輯櫨による撫で、底部
回転糸切リキ撫で

(内 )軸鞭による撫で

SB-09

61-2

郭

土師

13.2
3.3
5.6

1/2弱

胎 ;粗砂粒を多く合む
焼 ;良好
色 ,(4)7 5YR6/6橙色

(内 )7 5VR6/6橙 色

平底より内弯して立ち
上がり、口縁部で外反
する

(外 )体部競輯による撫で、底部
回転糸切り十撫で

(内 )朝帳による撫で

SB-09

61-3

邪

上師

・
８
刊

一
鮒
胞

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(林 )5YP6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

体部は内弯しながら立
ち上がる
魏櫨成形

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

轄
輔

輯
魏

SB-09

61-4

郭

土師

12.0
37
56
ほIF

完存

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 i良好
色 ;(林 )10VR6/3に ぶい黄橙

色 (内 )10YR6/3に ぶい黄
橙色～5/1褐灰色

僅かに上げ底の底部よ
り、体部は内弯しなが
ら立ち上がる

(外 )体部輯輯による撫で、底部
回転糸切り～箆調整

(内 )体部輯鑢による撫で十箆磨
き? 黒色処理

SB-09

61-5

邪

土師

14 5
52
6.6
1/4
高ほぼ完

胎 ;粗砂粒を含む

焼 ,良 好
色 ,(外 )7.5YR6/31こ おヾ 七ヽネ島tヨ

(内 )黒色

部

ヽ

体
き

ら
開
る

か
ら
す

部
が
反

底
な
外

の
し

で

付
弯
部

台
内
縁

高

は
口

(外 )体部輯輯による撫で、底部
回転糸切り～撫で

(内 )輯輯による撫で 黒色処理

SB-09

61-6

郭

土師

14.0
5,7
7.4
2/5

胎 ,粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

高台付の底部から、体
部は内弯 して立ち上が
る

(4)体 部朝幅による撫で
(内 )黒色処理 +箆磨き

SB-09

61-7

甕

土師

8.0

日縁部
1/8

胎 ,金雲母、粗砂粒を多 く台
む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VP6/4に ぶい橙色

(内 )5YP6/3に ぶい橙色

頸部から□縁部で「 く
の字」状に屈曲する
粘土帯積み上げ ?

部
部

胴
胴

口縁部横撫で
口縁部横撫で

SB-10

62- 1

郷

土師

13
52

体―部
底一部欠

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(舛 )2.5VR4/2暗 灰黄色

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐色

平 底 (外 )朝轄による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯輯による撫で
魏輯右回転
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遺構No

図版No
種
類

器
種

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-10

62-2

郭

土師

28
52

体一部
伝部完

=

胎
　
焼
色

,0.3の 礫,金雲母、粗砂
粒を含む
;良好
i(休 )7.5YR6/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部 より内弯 し
て広がる

(外 )雛櫨による箆撫で、底部回
転糸切り

(内 )輯櫨による撫で

SB-10

62- 3

郷

土師

14 6
4,3
6.3

底完日～
体2/5

胎 i粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(休 )5YR6/6橙 色

(内 )黒色

平底の底部か ら体部は
内弯 しなが ら開き、ロ

縁部で健かに外反する

(外 )競櫨による撫で、底手持ち
の箆切り

(内 )底部放射状の、体部横位の
精緻な箆磨き

SB-10

62-4

郷

土師

14.0
4.0
7.0

日1/4

体底―部

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(芥 )7.5VR6/3に ぶい褐色

(内 )黒色

平底の底部から体部は
内弯 しながら広がる

(外 )競櫨による撫で
(内 )精級な箆磨き 黒色処理

SB-10

62- 5

郭

土師

2.9
5,7

林一部
底部宅存

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(林 )7.5YR3/4暗 掲色～

7.5YR1 7/1黒 色
(内 )黒色

し弯内

る
は
が

部
上

体
ち

り
立

よ

ら

底

が

平

な
(休 )輯輯による箆撫で、底部回

転糸切 り
(内 )軽櫨 による箆撫で 黒色処

理
戦輯右回転

SB-10

62- 6

邪

土師

14.5
5,8
75

完存

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YP7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

底部か ら体部 は内弯 し
なが ら広が り、 [」 縁部
は外反す る

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

櫨
輯

競
輯 黒色涎理

SB-10

63-7

郷

土師

2.3
7.2

林一部
底3/5

胎 i粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YP5/1灰 色

(内 )10VR5/1灰 色

僅かに上げ底の底部 (外 )軸幅による撫で,底部劇転
糸切り

(内 )競櫨による撫で
軽櫨右回転

SB-10

63- 8

皿 ?

須恵

20
10.2
底部
1/3欠

胎
焼
色

03の 礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )10YR5/2
(内 )10YR5/2

色
色

褐
褐

黄
黄

灰
灰

付高台 (舛 )輯輯による撫で、底部同転
箆削り

(内 )競輯による撫で

SB-10

63- 9

甕

土師

22.5
8,7

日1/4
体一部

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/6明 赤褐色

(内 )5YR5/6明 赤褐色

口縁部は外反する ( 外)口 縁部横位の撫で、頸部横
位の箆撫で、胴部横位の箆削
り
内)横位の撫で(

SB-11

64- 1

椀 ?

土師

10.7
5.4

口縁
1/4

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を僅か
に含む

焼 ,良好
色 ,(外 )5VR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

体部で内弯し口縁に至
る

位
位

横
横

斜位の箆磨 き
斜位の箆磨 き

SB-11

64- 2

椀

土師

21.2
50

口縁
1/8

胎 iO,4の 礫、金雲母を含む
焼 ;良好
色 i(外 )黒色

(内 )黒色

口縁外反 (外 )競櫨による撫で
(内 )魏輯による撫での後、口縁
部横位の箆磨き

SB-11

64-3 土 師

11.8
75

□1/8
体部一部

胎 :精 良
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

ヽ
ＺＯ

し
す

呈
曲

を
屈

状
く

球
強

は
で

部
部

体
縁

き
き

磨
磨

箆
箆

な

な

級

級

精

精

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (8)第 15表
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-11

64-4

甕

上師

10,4
4.0

□縁
1/7

胎 ;0,3の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR2/3極 暗赤褐色

(内 )5YR3/3ダ ークレデッシュブラウン

口縁で緩い「 くの字」
状に外反する

(外 )口 縁部縦位の箆磨き、体部
横位の箆磨き

(内 )口 縁部横位の箆磨き

SB-12

65- 1

郷

土師

13.3
3,7
4.8
1/5
底部完存

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開き、日
縁部で短く外反する

(外 )魏軽による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輯による撫で
軽輯右回転

SB-12

65- 2

啄

土師

ｉ

３
．
４

／

胎 ;04の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )7 5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開き、口
縁部で短く外反する

(外 )魏轄による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競轄による撫で

SB-12

65- 3

必

_と B市

14 1
3.2
6.2

日1/8
腹1/2

胎 ,04の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

小ぶりの平底から内弯
して大きく広がり、日
縁部で外反する

(外 )軽軽による撫で、底部回転
糸切り

(内 )粧轄による撫で

SB-12

65- 4

邪

土師

1.5
5.0

体器―郎
匠都完存

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底 (外 )軽軽による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏輯による撫で
競櫨右回転

SB -12

65- 5

イ
　
師

６．６調
一酬
周

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5VR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

口縁部で僅かに外反す
る

(外 )魏櫨による撫で
(内 )鞭輯による撫で 黒色処理

SB-12

65- 6

邦

土師

3.0
78

高2/3
底部完専

胎 ;金・ 白・黒雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(4)5YR7/4に ぶい橙色

(内 )5YP7/41こ おヾ tヽ 本登{ヨ

付高台 (外 )高台部横位の撫で
(内 )高台部横位の撫で

SB-12

66-7

甕

土師

19.7
6.8

日1/4
体部一部

,0.4の礫、金雲母、組砂
粒を含む
;良好
,(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

胎
　
焼
色

顕部外反 し、口縁部外
面に稜を有し、内弯 し
て立ち上がる

(外 )輯輯による撫で
(内 )競鑢による撫で

S3-12

66- 8

甕

土師

12.8
5.9

日1/7
体部―郎

胎 ,04の礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(休 )5VR6/4に ぶい橙色

(内 )5YR3/2暗 赤褐色

部
し

顕
反
る

「 くの字」状に外
口縁部は内弯す

(外 )輯轄による撫で
(内 )輯櫨による撫で

SB-13

67- 1

郭

土師

15.2
3.2
8.2
1/5

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

体部で屈曲し、口縁部
は大きく外反する

(赤 )箆磨き
(内 )箆磨き

SB-13

67- 2

甕

土師

14.1
14.6
4.8

底部完日
41/3

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR5/6明 赤褐色

(内 )5YR3/2暗 赤褐色

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がり、
顕部で緩やかに「 くの
字」状に外反する

(外 )日 縁横撫で、胴部～底部箆
削りの後箆撫で

(内 )口 縁横撫で、胴部箆削り
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-13

67-3

甕

土師

213
15.0

日1/5
体部一部

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/6明 赤褐色

(内 )5VR5/6明 赤褐色～
2/2黒 褐色

口縁部緩い「 くの字」
状に外反する

(外 )口縁横撫で十縦位の箆削り
胴部縦位の箆削り

(内 )口縁横位の撫で +箆撫で、
体部箆撫で

SB-13

67- 4

甕

土師

4.5
52

体部一部
底4/5

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/6明 赤褐色

(内 )5YR5/6明 赤褐色

(外 )箆 削りの後、
(内 )箆削りの後、

で
で

撫
撫

箆
箆

SB-13

67-5

甕

土師

9.5

日～林部
一部

雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )5VR3/2明 赤褐色
(山 )5YR3/2明 赤褐色

胎
焼
色

日縁部「 くの字」状に
外反する

(外 )口 縁横撫で、体部工具によ
る撫で

(内 )口 縁横撫で、体部箆撫で

SB-14

68-1

邪

土師

18.8
2.8

10.5
日縁部株
部1/3

胎 ;極 く細かい雲母を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YP6/6橙 色

底板と口縁の 2枚 にな
る 平底より丸みを帯
びた稜を経て長く外傾
する

き磨箆一
？
・

で
で

撫
撫

横
箆

SB-14

68- 2

郭

土師

11.6
4.2

1ま IF

完存

胎 ,03の 礫、粗砂粒を多 く
含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/4に おミ七ヽた登tヨ

(内 )10YR6/2灰 黄褐色

丸底の底部から体部は
内弯 して立ち上がり、
口縁部で僅かに内弯す
る

(外 )体部底部横撫で
(内 )体部横撫で箆磨き ?

SB-14

68- 3

必

土師 体部
3/4

胎 ;金雲母、雲母、石英を多
く、粗砂粒を少量含む

焼 ,良好
色 ;(外 )7.5YR5/3に ぶい褐色

(内 )7.5YR2/1黒 色

丸底より体部は緩やか
に立ちとがり、内傾外
反する口縁に至る

(4)口 縁部横撫で、体部箆削り
(内 )口 縁部箆削り～横撫で、体
部箆磨き

SB-14

68- 4

高雰

土師

一　
・
７
測
部
み

肺
９
脚
の

雲母を含む
良好
(外 )7 5YR6/6橙 色
(内 )7.5VR6/4に ぶい橙色

胎
焼
色

接合部より緩やかに広
が る

(外 )上～下への箆削りの後脚部
上位縦の箆磨き、裾部にかけ
横撫で

(内 )横位～斜位の箆削り、裾部
は横撫で

SB-14

68- 5

郭

須恵

12.0
4.2

日縁体部
1/2

胎 ;粗砂粒を僅か、細砂粒を
多く含む

焼 ;良好
色 ,(舛 )5VR5/1灰 色

(内 )5YP5/1カ てて色

丸底より立ち_上 がり、
最大径が稜にあり口縁
は内傾 している

(休 )体部輯韓による箆削り、日
縁朝輯による撫で

(内 )体部輯輯による撫で、日縁
輯櫨による撫で

範輯左回転

SB-14

68- 6

皿

土師

14.0
1.9
3.8

日～体部
7/8

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10VR8/2灰 白色

(内 )10YR8/3浅黄橙色

最大径が日縁にある
小型で平底の皿
不出来

で
で

撫
撫

横
横

SB-14

69-7

甕

土師

18.9
27,3
5.4
2/3
底部完存

胎 ,03の際、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )2.5YR5/8明 赤褐色

(内 )5YR4/6赤 褐色

平底の底部より緩やか
に胴部に立ち上がり、
口縁部は「 くの字」状
に外反する

(外 )口 縁部機撫で、胴部縦位の
箆削り

(内 )口 縁部横撫で、胴部箆によ
る圧の強い横位の撫で

SB-14

69- 8

甕

土師

‐８，０２９．８６．０唸
明

胎 ;0,3の 礫、黒雲母、粗砂
粒を含む

焼 :良好
色 ,(外 )5YR4/1裾 灰色～5/2灰悟色

(内 )5VP2/1黒 褐色

Ｆ

る

は

す
部
反
？

縁
外
げ

口
に
上

状ヽ
み

底
ヨ
積

平
字
帯

部
の
土

底
く
粘

(外 )口 縁部横撫で、胴部箆削り
の後撫で

(内 )□ 縁部横撫で、胴部箆撫で
底部に木葉文

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (10)第 17表

―-83-―



遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-14

69- 9

甕

土師

18,1
27.8
7.8

胴 一

部欠

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 i(外 )2.5VR4/4に ぶい橙色

(内 )5YR7/3に ぶい橙色

平底から球形の胴部に
立ち上がり、頸部は緩
やかに外反する

(外 )縦位の箆削りの後撫で

(内 )胴部箆削りの後撫で、口縁
部横撫で

SB-14

70-10

菱

土師

16.3
15 7
6.4

日1/5

欠損

；
；
；
色
色

胎
焼
色

粗砂粒を含む
良好
(外 )2.5YR4/4に ぶい赤褐

(内 )2.5VR2/2極 暗赤褐

平底の底部から内弯 し
て立ち上がり、口縁部
で外反する
粘土帯積み上げ

(外 )日縁部横撫で、胴部斜位の

箆肖Uり
(内 )口 縁部横撫で、胴部箆削り
の後箆撫で

SB-14

70-11

饗

土師

22.0
12.8
7.6

日1/3
底2/3

胎 ;0.3の 礫を僅か、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )2.5YR6/4に ぶい橙色

(内 )2.5YR6/4に ぶい橙色

弯
部
移
て

内
胴
に
し

り

ヽ
部
反

よ
り
頸
外

底
が
に
は

げ
上
か
縁

上
ち
や
日

な
立
緩

ヽ

か
て
ら
し
る

僅
し
か
行
い

(休 )日縁部横撫で、胴部 (箆削
り)撫 で

(内 )口 縁部横撫で、胴部 (箆削
り)撫で

SB-14

70-12

甕

土師

11.8
11 7
5.7

匠8日

1/3

胎 ;雲母、粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )2 5YR5/4に ぶい赤褐

色 (内 )5YR3/1黒 褐色

平底より緩やかに立ち
上がり、口縁部は外反
する
粘上帯積み上げ

(外 )口縁部横撫で、頸部に刷毛
日が僅かに残る、胴部箆削り
の後撫で

(内 )□ 縁部横撫で、胴部箆削り
の後撫で

SB-14

70-13

甕

土師

14.8
15.0

口胴
1/4

胎
　
焼
色

,0.3の 礫を僅か、雲母、
粗砂粒を含む
;良好
;(外 )2 5YR5/4に ぶい赤褐
色 (内 )10YP5/4赤褐色

胴部は緩やかに立ち上
がり、日縁部は「 くの

字」状に外反する
粘上帯積み上げ

(外 )口縁部箆撫で、胴部横撫で

(内 )口 縁部横位の箆削 り、胴部
(箆削り)横撫で 内面に積

み上げ痕が明瞭に残 る

SB-14

70-14

甕

土師

16.0
12.0

「
]～ 日
1/3

胎 ,0.3の 礫、雲母、粗砂粒
を多く含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YR4/2灰 褐色

胴部は緩やかに立ち上
がり、頸部との境に極
く僅かな稜を持ち、口
縁は外反する
粘土帯積み上げ

(休 )口 縁部横撫で、胴部斜位の

箆肖Uり
(内 )口 縁部機撫で、胴部斜位の

箆肖Iり

SB-14

70-15

甕

土師

15.6
7.6

口縁
1/5

胎 ;雲母、粗砂粒を多 く含む
焼 ;良好
色 ;(休 )7.5YR5/4に ぶい褐色

(内 )5YR3/3暗 赤褐色

口辺は「 くの字」状に
外反する
粘上帯積み上げ

(外 )口 縁部横撫で、体部箆削り
(山 )横撫で

SB-14

70-16

甕

土師

8,7
3.8

日1/3
底部完存

胎 ,0.4の 礫を僅か、白色砂
粒を多く含む

焼 ;良好
色 ,(林 )2.5YR4/4にぶい赤掲色

(内 )2.5VR4/3にぶい赤協色

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がる
粘土帯積み上げ

(外 )縦位の箆削りの後撫で
(内 )斜位の箆削り

SB-14

70-17

甕

土師

13.5
5.0

隅1/4
底部完存

胎 ;03の 礫を僅か、雲母、
石英、粗砂粒を多く含む

焼 ;良好
色 ;(外 )2.5YR5/6明 赤褐色

(内 )5YR5/3に ぶい赤褐色

平底の底部から緩やか
に胴部に立ち_と がる
粘土帯積み上げ

(外 )胴部箆削りの後撫で
(内 )胴部箆削りの後撫で

SB-14

71-18

甕

土師

11.5
12.6

日～悴
1/6

胎 ;0.3の 礫、雲母、粗砂粒
を多く含む

焼 ;良好
色 ,(休 )2.5VR4/4にぶい赤将色

(内 )5VR5/4に ぶい赤将色

体部は球形を呈する
粘土帯積み上げ

で
で

撫
撫

後
後

の
の

り

り

箆
箆

SB-18

72- 1

雰

土師 日1/7
は1/6

胎 ;0.3の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YP7/3に ぶい橙色

(内 )5YP5/3に ぶい赤褐色

体部は内弯 し口縁部で
僅かに外反する

で撫
き

る
磨

よ
箆

に
な

輯

緻

競

精

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (11)第 18表
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遺構No
優]句更No

器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-18

72- 2

邦

土師

６
．
７

５
，
‐

．
脚
用

胎 ,0,3の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )5YR7/3に ぶい橙色

(山 )黒色

体部は屈曲内弯する (外 )粧轄による撫で
(内 )口縁部機位の磨 き 黒色処
理

SB-18

72- 3

郭

土師

４
．
６

２
．
６

一
潮
ん

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(界 )黒色～5YR7/2明 褐灰

色
(内 )黒色

口縁部で外反する (外 )魏輯による撫で
(内 )箆磨き? 黒色処理

SB-18

72- 4

邪

土師

14.1
5.5
6.6

日一部底
高1/2

胎 ,0.4の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/6橙 色

(内 )5V黒6/6橙色

付高台の底部から、体
部は内弯 しながら開き
口縁部で外反する

(4)輯横による撫で
(内 )魏櫨による撫で

SB-18

72- 5

不

土師

．
２
．
３

６
．
７
制
漁

胎 ,0.3の礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YP7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YP7/4に ぶい橙色

(外 )城轄による撫で
(内 )朝輯による撫で

SB-18

72- 6

邦

土師

９

．
３

．
５

．
縁

部

胎 ;細砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )黒色～7.5VR7/3に ぶ

い橙色
(内 )黒色

付高台の底部より体部
は緩やかに広がり、立
ち上がる
歪みが大きい

(外 )箆磨き
(内 )箆磨き 黒色処理

SB-18

72- 7

邦

土師

2.2
53

底部
完存

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(4)7.5YP7/3にぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (界 )輯輯による撫で
(内 )朝櫨による撫で +放射状磨

き 黒色処理

SB-18

72- 8

邦

土師

一　

・
４

測

台

存

２

６

一局

完

胎 ,0,3～ 0.6の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(赤 )5YR7/31こ ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )魏横による撫で、底部回転
糸切り

(内 )箆磨き 黒色処理

SB-18

72- 9

皿

灰釉陶吾

13.3
2.1
7.0

日縁体部
1/3

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YR7/1

(内 )10YR7/1
色
色

自

白
灰
灰

ヽ
反

き
外

開

て

く

し

き
有

大
を

り
段

よ
で

部
部
る

底
体
す

(外 )魏櫨による撫で
(内 )魏轄による撫で

SB-18

72-10

耳皿

灰釉脚召

．３．７４．８螂
艦

胎 ;?
焼 ;良好
色 ;(外 )10YR7/1灰 白色 (灰

釉) (内 )10YP7/1灰 白色
(灰釉)

付高台 (外 )競横による撫で
(内 )魏櫨による撫で

SB-18

72-11

甕

土師

7.4

口縁
一部

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR3/3暗 赤褐色

(内 )5YR3/3暗 赤褐色

口縁が直角に外反する (外 )斜位の箆削り
(内 )撫 で

SB-18

73-12

羽釜

土師

9,0

羽部
一部

胎
を巻恐

の礫、雲母、粗砂粒

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/4に ぶい赤褐色

(内 )5VR5/4に ぶい赤褐色

付 鍔 (外 )□ 縁部撫で、胴部縦位の箆
削り

(内 )指 による押圧の後撫で

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (12)第 19表
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遺構No

図版No
器種
種類

法豊

残存
質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-18

73-13

可】雹畠

土師

一
　

・

５

一

一
部

〕
部

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/31こ ぶい橙色

(内 )5YR6/31こ ぶヽヽ左登色

付 鍔 で
で

撫
撫

横
横

SB-19

74- 1

郭

こli自 i「

10.6
3.1

5_2
tl 1/7

底部党

胎 ,0,9の 礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

は

回
る

部

ヽ
す

体
き
反

ら
開
外

か
ら
に

部
が
か

底
な
僅

の
し
は

底
弯
部

平
内
縁

(林 )体部軽輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部輯鑢による撫で
軸横右回転

S8-19

74- 2

郷

I:REf

10 2
30
45

日一部欠
底部完

胎 ;粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/3に ぶい橙色

(内 )7 5VR7/3に ぶい橙色

平底から体部は内弯 し
なが ら開く

る撫で、底部回転

る撫で

よ

　

よ

に
　

に
転

鑢
り
韓
回

戦
切
競
右

の
糸

ｍ
朧

SB-19

74-3

必

I師

10.0
31
49

日2/3
底部完

胎 i4雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR7/4に ぶい橙色

(内 )5YP7/4に ぶい橙色

平底から体部は内弯 し
ながら開き、日縁部で
僅かに外反する

(外 )軸櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏輯による撫で
朝櫨右回転

S8-19

74- 4

郭

‐
li自�

10 7
41
40

日1/4

底一部欠

胎 :雲母、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

部
上

体
ち

ヽ
立

・り

おり

カ

カ

部
な

底
し

の
弯

底
内

る

平
は
が

(外 )体部輯櫨による撫で、底部
回転糸切 り

(内 )体部輯櫨による撫で
競櫨右回転

SB-19

74- 5

杯
　
脚

,06
3.5
4.8

日1/6
庇2/3

胎 ;金雲母を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/6橙 色～6/3に ぶい純

(内 )5VR6/6橙 也～5/3にぶい赤
褐色

平底の底部か ら、体部
は内弯 しなが ら開 き、
口縁部 は健かに外反す
る

(外 )体部輯櫨による撫で、底部
回転糸切り

(山 )軽輯による撫で
競櫨右回転

SB-19

74- 6

邦

ξI:B市

10 3
30
48

日1/5

底部一部

胎 ,03～ 0.6の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ,良好
色 ;(外 )5YP6/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底 より内弯 しなが ら
立ち上がる

(外 )体部競輯による撫で、底部
回転糸切りの後、一部刷毛調
整

(内 )競輯による撫で
魏輯右回転

SB-19

74- 7

郭

Jと B雨

03の 礫、粗砂粒を含む

良好
(休 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

胎
焼
色

平底の底部 より内弯す
る

(外 )体部城櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )朝櫨による撫で

競櫨右回転

SB-19

74-8

郭
　
Ｈ

10 4
35
40

日1/2
E1/3

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底か ら体部は内弯 し

なが ら開 き、 口縁部で

やや肥厚す る

(赤 )体部輯輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )軸輯による撫で

輯輯右回転

SB-19

74- 9

雰

上師

9_8
2.1
62

日1/2
底1/3

胎 ;0.3～ 06の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(休 )5VR3/2暗 赤褐色

(内 )5YP3/2暗 赤褐色

平底の底部 より広が り
口縁 に至 る

(休 )体部競櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部競櫨による撫で

輯輯右回転

SB-19

74-10

邪

土師

10,8
26
40

日1/7

底部一部

胎 ,04の礫、粗砂粒を含む

焼 :良好
色 ;(外 )5VR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/3に ぶい橙色

平底より体部は外傾 し
て立ち上がる

(外 )体部戦輯による撫で、底部

回転糸切り
(内 )体部輯轄による撫で

魏櫨右回転

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (13)第 20表
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遺構No
図版No

器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-19

74-11

雰

土師

５
，
９

３
．
７

一
潮
周

胎 ;0.3の 礫を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR4/3に ぶい赤褐色

(内 )黒色

口縁部で外反する で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

輯
輯

軸
競 黒色処理

SB-19

74-12

郭

土師

159
37

口縁
1/6

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

体部は内弯 し口縁で僅
かに外反する

(外 )口 縁部横位の磨 き
(内 )□ 縁部横位の磨 き 黒色処

理

SB-19

74-13

雰

土師

14.0
53
73

日体一部
高台完

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

付高台
体部で内弯 し回縁部で
僅かに外反す る

(外 )輯轄による撫で
(内 )輯輯による撫で

SB-19

74-14

イ

土師

13.0
5,6
6.5

日1/7
高2/3

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/2灰 褐色～5/2

灰褐色
(内 )5YR5/3に ぶい赤褐色

付高台
体部は内弯 しながら開
き、日縁部でやや外反
する

(休 )魏輯による撫で
(内 )軽輯による撫で

SB-19

74-15

郭

灰釉

122
2.1
6.2

日1/3
底部完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5Y7/1灰 白色

(内 )7.5Y7/1灰 白色～5Y

7/2灰 白色

付高台
体部より口縁部は大き
く広がる

(林 )体部朝輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )鞭輯による撫で
軸櫨右回転

SB-19

74-16

邪

土師

1.7
6.8

高台部
一部欠

む含を
　
色
色

粒
　
黒
黒

糊
餅
∽
帥

胎
焼
色

付高台 (外 )底部撫で、高台～体部精級
な箆磨き

(内 )精級な箆磨き

SB-19

74-17

椀

灰釉

16 9
5.8
74

日1/3

底1/2

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )10Y27/1灰 白色
(内 )10YP7/1灰 白色

付高台
底部から体部は内弯 し
なが ら開き、口縁部で
外反する

(外 )輯幅による撫で、回縁部灰
釉がかかる、底部回転糸切 り

(内 )競輯による撫で、口縁部灰
釉がかかる

輯櫨右回転

SB-19

75-18

甕

土師

３
．
５

０
・
５

一
郷
声

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5VR6/6橙 色～黒色

口縁部「 くの字」状に
外反する

(外 )口 縁部横位の撫で、胴部縦
位の箆削りの後箆撫で

(内 )口 縁部横位の撫で、胴部横
位の箆撫で

SB-19

75-19

羽釜

土師

20.9
65

日縁部
1/9

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR4/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

付鍔
口唇部に面取り

で

で

撫
撫

SB-19

75-20

羽釜

土師

24.4
8,8

日録部
1/8

胎 ,0,3の 礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(赤 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(山 )5YR4/3に ぶい赤褐色

付 鍔 (外 )口 縁～鍔部横位の撫で,胴
部横位の箆削り

(内 )横位の箆撫で

SB-20

76- 1

雰

土師

12.7
4.3

日1/8
件部一部

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YP7/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

体部は内弯 し口縁部は
僅かに外反する

(外 )競輯による撫で
(内 )撫で 黒色処理

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (14)
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遺構No

図版No

種
類

器
種

法遅
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-20

76- 2

不

須恵

1.5
6.7

高台残

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(赤 )75V22/2黒褐色

(内 )7.5YP2/2黒 褐色～
2/1黒色

(外 )底部魏櫨箆切り、高台・ 体
部輯機による撫で 火欅

(内 )競輯による撫で 火欅

SB-20

76- 3

羽釜

土師

23 3

日縁体部
羽部一部

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR5/6明 赤褐色

(内 )5YR5/6明 赤褐色

三ケ月型の鍔 (外 )箆撫で
(内 )箆撫で

SB-21

77- 1

邪

土師

12.3
4.1
48

底部完日

体1/4

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色～

5YR6/6橙 色
(内 )黒色

平底より体部は内弯 し
なが ら広がり外面に螺
旋状の稜を有す 口縁
は僅かに外反する

(外 )体部雑鑢による撫で、底部
回転糸切り

(内 )朝鑢による撫で
軸鞭右回転

SB-21

77- 2

郭

ili師

10 7
3.1

4.8
底部党日

林2/5

胎 ,0.3～ 0.5の 礫、金雲母
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YP6/6橙 色

(内 )5YR6/6れ毬て色

平底より内弯しながら
口縁に至る

(外 )体部競韓による撫で、底部
回転糸切り

(内 )械韓による撫で
鑢輔右回転

SB-21

77- 3

芥

土師

13.7
3.2

「〕縁
1/8

胎 ;04の礫、金雲母、雲母
粗砂粒を含む

焼 ;良 好
色 i(外 )5YP7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

口縁で僅かに外反する (外 )輯鑢による撫で
(内 )軽鑢による撫で 黒色処理

SB-21

77- 4

郷
　
師

一
耳
対
部
存

１
６
底
完

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(界 )7 5YR4/3褐 色

(内 )黒色

平底の底部より広が る (外 )体部競鑢による撫で、底部
回転糸切り

(内 )精級な箆磨き
競輯右回転

SB-21

77-5

郭

上師

1.2
5,3

底部
完存

胎 ;03の礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(オ )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )黒 色

平底から体部は外反 し
て立ち上がる

(休 )体部競輔による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯櫨による撫での後放射状
の箆磨き 黒色処理

輯櫨右回転

SB-21

78- 6

郭

上師

13
45

底部
完存

胎 ,03の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 i(林 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

平底から体部は外反 し
て立ち liが る

(外 )体部軽輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )放射状の 5条 の箆磨き 黒
色処理

魏輯右回転

S3-21

78- 7

雰

灰釉

11.7
3.3

口縁
1/8

胎 ;細砂粒、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5CY7/1研緑灰也～5GY

7/1明オ
'ア

灰色 (内 )5GY7/1
明オ

'―

ブ灰也

口縁で外反する (外 )軽輯による撫で
(内 )輯輯による撫で

SB-22

79- 1

雰

土師

148
41

日1/8
腹―郎

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YR6/6橙 色

底部より屈曲して外反
する体部へ立ち上がる (撫 で)?き磨

？

な
で
寧

撫

丁

SB-22

79-2

郭

土師

ｍ
邪

一
開

一部

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR4/2灰 褐色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

丸底から体部で屈曲し
て外傾する口縁に立ち
上がる

(4)日 縁横撫で、底部箆削り
(内 )(布 )に よる箆磨き

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (15)第 22表
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-22

79- 3

郭

土師

16.0
3.2

口縁
1/6

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

口縁部は外反 して立ち
n_が る

(外 )撫で?
(内 )横位の箆磨き

SB-23

80- 1

郭

土師

13.7
4.0
5.0

日縁底部
1/6

胎 ,0.3の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5VR5/4に ぶい赤褐色

一りカなし弯内

る
り
が

よ
上

底
ち

平
立

(外 )軸幅による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯輯による撫で
魏輯右回転

SB-23

80- 2

邦

=と
自市

10 6
3.1
4.0

完存

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

平底から体部は内弯 し
て立ち上がる

(外 )輯輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輯による撫で
魏輯右回転

SB-23

80- 3

郭

土師

10 4
31
4.6
口縁
1/4欠

胎 ,04の礫、粗砂粒を僅か
に含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/8橙 色～7/4に ぶい糧色

(内 )5YR7/4に ぶ■置色

平底の底部から内弯 し
ながら立ち たがり、 E」

縁部で僅かに外反する

(休 )体部競輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部輯櫨による撫で
魏轄右回転

SB-23

80- 4

不

土師

113
3.4
4.3

日1/4

底部完存

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )5VR7/4に ぶい橙色

し

で

弯
部

内
縁

ら

口
る

か

ヽ
す

部
き
反

底
開
外

の
ら
に

底
が
か

平
な
僅

(外 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯輔による撫で
軽鑢右回転

SB-23

80- 5

邦

土師

10.6
26
4.3

日1/9
底部完孝

胎 ;0,3の 礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YP6/41こ ぶい橙色

(内 )5VR6/4に ぶい橙色

僅かな_lげ 底か ら内弯
しなが ら立ち上がる

(外 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏櫨による撫で

SB-23

80- 6

邪

J二 師

10,7
2.9
5.0

日～底
1/8

胎 ;03の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/21こ ぶい橙色

(内 )5YR7/3に ぶい橙色

平底より内弯 して↓ち
上がる

(外 )魏櫨 による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯櫨 による撫で

SB-23

80- 7

邪

土師

11.6
46
63

底部完存
日1/5

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ;(外 )5YP6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

高台部より体部は内弯
しながら立ち上がり、
□縁部は僅かに外反す
る

(4)体 部競櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯輯による撫で 黒色処理
器面が荒れている

輯輯右回転

SB-23

80- 8

邦

土師

10.5
3.7
4.7

‖1/4
高台完

粗砂粒を含む
良好
(外 )黒色
(内 )黒色

胎
焼
色

付高台の底部か ら体部
は内弯して立ち上がる

(舛 )体部精級な横位の磨 き
部回転糸切り 黒色処理

(山 )4枚 花びら形の暗文、
の磨き 黒色処理

横 位

底

SB-23

80- 9

必

土師

12.0
2.5
4.5

高台部
欠損

胎 ,0.3～ 0.5の 礫、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台
小さめの底部より体部
は外反する

(外 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )口 縁箆磨き、朝輯による撫
で 黒色処理

S3-23

80-10

雰

土師

2.9
5.0

体部―部
底1/3

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/3に ぶい橙色

(内 )黒 色

付高台 (休 )魏鑢による撫で
(山 )わ らび手状の箆磨 き 黒色
処理

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (16)
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遺結No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-23

81-11

郵

須恵

13.2
3,4
7.3

口縁部
1/5次

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR5/2灰 オ リーブ

色 (内 )7.5YP5/2灰 オ リー
プ色

平底より体部は直線的
に外傾する

(外 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )城鞭による撫で
輯韓右回転 火欅 (2.5GY3/1暗
オ リーブ灰色)

SB-23

81-12

郭

須恵

13.7
3.8
70

日縁郎
1/5欠

胎 ;粗砂粒を多 く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR6/3に ぶい褐色

(内 )7 5YR6/3に ぶい褐色

平底より内弯しなが ら
立ち上がる

(体 )幌幅による薇で、底部回転
糸切り

(内 )軸輯による撫で
戦懐右回転 火欅 (10YR5/1褐
灰色)

S3-23

81-13

邦

須恵

138
39
74

底部完日

常2/3

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;や や不良
色 ,(外 )7 5VR5/3に ぶい褐色

(内 )7 5YR5/3に ぶい褐色

平底 より体部は外傾す
る

(林 )輯韓による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏輯による撫で
火欅 (6/6橙 色)不完全な還元
焔焼成

SB-23

81-14

郭

須恵

12.6
3.7
6.2

垣部完日
体2/3

胎
焼
色

粗砂粒を多く含む
良好
(外 )10YR7/1灰 白色
(内 )10YR7/1灰 白色

平底の底部より内弯 し
なが ら開き、日縁部で
僅かに外反する

(外 )魏韓による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輯による撫で
輯幅右回転

SB-23

81-15

邪

須恵

・
７

・
９

・
０
存

‐３
３
７
完

胎 ,0.4の 際、粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ;(外 )7 5YR7/1灰 色

(内 )7 5YR7/1灰 色

平底より内弯 して立ち
上がり、体部は外傾す
る

(外 )体部朝鑢による撫で、底部
回転糸切 り

(内 )輯輯による撫で
範輯右回転 火欅

Sじ -23

81-16

郷

須恵

２
．３
．５
．ν
部

胎 ,03の 礫、粗砂粒を僅か
に含む

焼 ;良好
色 ;(外 )10YR5/1褐灰色

(内 )10YR5/1褐灰色

平底 より体部は外傾 し
て立ち上が る

(外 )競櫨による撫で、底部巨I転

糸切り
(内 )魏櫨による撫で
競櫨右回転

S3-23

81-17

郭

須恵

12.6
4.3
6.4

日3/8
底1/2

粗砂粒を含む
良好
(4)5Y5/2灰 オ リーブ色
(内 )5V5/2灰オ リーブ色

胎
焼
色

平底の底部より内弯 し
ながら立ち上がる

(外 )軸櫨による撫で、底部同転
糸切り

(内 )魏輯による撫で
械輯右回転 火欅

SB-23

81-18

邦

須恵

13.5
4.0
7.3

日1/9

底2/5

0.3の 礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )7.5Y5/1灰色
(内 )7.5Y5/1灰色

胎
焼
色

平底の底部より内弯 し
ながら開く

(外 )軽櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輯による撫で
競櫨右回転 火欅

SB-23

81-19

邦

須恵

14.2
3.7
8,9

日1/4
底1/3

粗砂粒を含む
良好
(舟 )5Y3/1オ リーブ黒色
(内 )5V4/J灰 色

胎
焼
色

体部 は屈曲 して立ち上
が り、日縁部で外反す
る

(外 )体部戦輯による撫で、底部
回転糸切 りの後箆撫で

(内 )体部戦韓による撫で

SB-23

81-20

郭

須意

一
‐
・
５

９
．
４
酬
胞

胎
　
焼
色

色
色
褐

灰
黄

褐
灰

,03～ 05の 礫、粗砂粒
を含む

;良好
i(外 )10YR5/1

(内 )10YR5/2

付高台 (舛 )輯櫨による撫で、底部回転
箆削り 火欅

(内 )軸輯による撫で

SB-23

81-21

羽釜

土師

25,0
8.1

日録～鍔
部1/4

胎 ;金雲母、粗砂粒を多く含
t「

焼 ;良 好
色 ;(外 )5YR3/1黒 褐色

(内 )5VR5/4に ぶい赤褐色

鍔部は胴部成形後に付
ける 口唇部は面取り
を施す

(外 )撫で、口唇・ 鍔端部箆削り
(内 )□ 縁部刷毛状工具による縦
位の撫で、胴部箆撫で

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (17)第 24表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-24

82- 1

郭
　
鰤

14 2
43
74

fJ縁一部
底部―郎

胎 ,04の礫、粗砂粒を多く
含む

焼 ;良好
色 ,(外 )2 5VR5/4にぶイ1赤 lB色

(内 )2.5YR5/4にぶい赤招色

厩部 より内弯 して立ち
上が り、口縁部で僅か
に外反す る

(外 )競櫨による撫で、底部箆調
整

(内 )魏輯による撫で

SB-24

82- 2

郭
　
帥

161
45
7.4

日1/4

底部一部

胎
焼
色

04の礫、粗砂粒を含む
良好
(1)5YR5/6明 赤褐色
(内 )5VR5/4に ぶい赤褐色

平底の底部より内弯し
て立ち上がる

で撫
き

る
磨

よ
箆

に
な

輯
級

魏
精

SB-24

82- 3

郭
　
獅

12.4
4.2
61

日塚部
1/8欠

胎 ,0,3～ 0.6の 礫、粗砂粒
を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )黒色

底部 よ り内弯 しなが ら
立ち上が り、口縁部で
僅かに外反す る

(外 )朝輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )戦櫨による撫で 黒色処理

SB-2コ

83- 4

郭
　
獅

10 7
30
4.3

111/4

底部一部

胎 ;03～ 0.6の 礫、金雲母
粗砂粒を合む

焼 ;良好
色 ,(外 )7 5VR7/4に ぶい桂色

(内 )7 5VR7/4に ぶい橙色

平底の底部より内弯 し
て立ち上がる

(外 )競轄による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯幅による撫で

S8-24

83- 5

郷

II:師

10.2
27
47

日1/3
底部完存

胎 ,04の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(赤 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

平底の底部より内弯 し
て立ち上がる 楕円に
歪む

(外 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )軸輯による撫で

SB-24

83- 6

必

JiB雨

11 9
44
5.8

日1/5
底部一部

胎 ;03～05の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YP5/41こ ぶい赤褐色

(内 )黒色

平底の底部より内弯 し
て立ち 上がり、口唇部
を丸める

(外 )魏輔による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )魏輯による撫で 黒色処理

SB-24

83- 7

郭

li 8市

13.5
41
6.4

日1/6
底部一部

;0.4の 礫、粗砂粒を含む
;良好
;(外 )7 5VR6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

胎
焼
色

平底の底部より内弯 し
て立 ち上が り、日縁部
で外反す る

(外 )魏輯による撫で、底部箆切
り

(内 )魏輯による撫で 黒色処理

SB-24

83- 8

イ
　
獅

一‐，７Ⅳ
論
的

胎 ;0.3～ 06の 際、粗砂粒
を含む

焼 ,良好
色 ;(外 )5Y確6/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )朝輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )箆磨き
輔櫨右回転

SB-24

83- 9

イ

須恵

2,0
7.0

底部
1/4

胎 i03～05の礫、粗砂粒
を含む

焼 i良好
色 ;(1)10YP4/2灰 黄褐色

(内 )10VR5/2灰黄褐色

平 底 (外 )競鑢による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯輔による撫で
輯輯右回転 火欅

SB-24

83-10

甕

須恵

8.0
90

“

一部
匠一部欠

0.3～ 07の礫を多く含

良好
(外 )10YR4/2灰貰褐色～2/2黒

(内 )4/2 灰賞褐色

；
む

ｉ
；
馳

胎
　
焼
色

平底 よ り体部内弯 して
立ち上が る
歪み大

(外 )械櫨による撫で、胴部下位
箆削り 自然釉

(内 )械櫨による撫で

S3-26

84- 1

高郷

土師

関
３
．
５

一
期
用

胎 ;粗砂粒を含む
焼 i良好
色 ,(外 )5YP7/4に ぶい橙色

(内 )5VR7/4に ぶい橙色

口縁部僅かに外反する (外 )撫で
(内 )撫で

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (18)第 25表
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遺構 No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-26

84- 2

甕

li師

35
33

底部
完存

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )5YR4/4に ぶい赤褐色
(内 )5YR4/6赤 掲色

丸 底 (外 )箆 肖Uり
(内 )箆 肖Uり

S3-26

84- 3

手控

f上 自市

色 ;(休 )7 5YR7/6橙 色
(内 )7 5VR7/6権 色

手担ね成形

SB-27

85- 1

郭
　
鰤

15 4
5_0
5.3

日1/8
題1/3

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 i(林 )5YR7/4に ぶい権色

(内 )黒色

平底の底部か ら体部は
稜を有 し、内弯 しなが
ら立ち_に が る

(外 )競櫨による撫で
(内 )黒色処理
魏轄右回転

SB-27

85- 2

イ

上師

2.2
6.8

底部
2/3

胎 ;粗砂粒を多 く含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/6捲 色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

(外 )軽輯による撫で
(内 )輯鑢による撫で

SB-27

85- 3

郭
　
出

11.9
4.5
48

ほぼ完存
Π―部次

胎 i04の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5VR6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開き、口
縁部で僅かに外反する
歪みがある

(外 )競輯による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯鑢による撫で 黒色処理
軸櫨右回転

SB-27

85- 4

郵
　
師

13.2
4,0
6.6

‖3/4
,4/5

胎 :粗砂粒を多く含む
焼 ;良 好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色

(内 )黒色

平底の底部から体部は
内弯 しながら開く

(外 )輯幅による撫で、底部LHI転

糸切りの後一部箆削り
(内 )箆磨き
輯輯右回転

SB-27

85- 5

杯

:上 自市

15 6
50
72

舷2/3
日2/5

胎 i粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YP5/41こ ぶい赤掲色

～5/6明赤褐色 (内 )黒色
～5/4に ぶい赤褐色

付高台の底部から体部
は緩やかに外反 し、日
縁部は僅かに外反する

(外 )競輯による撫で
(内 )放射状の箆磨き 黒色処理

SB-27

86-6

羽釜

?

11.4

日縁～日
部の一部

胎 ;金雲母、石英、粗砂粒を
多く含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR6/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙色

(外 )口 縁～鍔部横位の撫で、胴
部斜位の箆削り

(内 )撫 で

SB-27

86- 7

羽 釜

1を 師

85

日縁部～
8部 一部

胎
　
焼
色

;金雲母、石英、粗砂粒を
多く含む
;良好
;(外 )5YR6/4に ぶ七

(内 )5YR6/4に おくし
色
色

橙
橙

(外 )口 縁部～鍔部機撫で

SB-28

87- 1

イ

Jt師

11.0
3.1

5.3
日絨部
1/3欠

胎
焼
色

金雲母、微砂粒を含む
良好
(休 )7 5VP6/6橙 色
(内 )7 5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部から体部は
内弯 して外反する

(休 )凹 縁部輯鑢による撫での後
横位の撫で、底部回転糸切 り

(内 )口 縁部輯櫨による撫での後
横位の撫で、体部競韓による
掻き目

SB-28

87-2

郭

上師

109
29
5.0

底完 ‖

体2/3

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 :良好
色 ;(外 )7 5VR6/4に ぶい橙色

(内 )7.5VR6/4に ぶい橙色

平底の底部か ら体部は
内弯 して、口縁部 は外
反す る

(外 )軽輯による撫で
(内 )競輯による撫で
競鑢右回転

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (19)第 26表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-28

87- 3

郭

土師

14.6
6.0

1/4残

底部無し

胎 ;03の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VP5/41こ ぶい赤掲色

(内 )黒色

体部は稜を有 し内弯 し
て、日縁部へ至る

(外 )横位の撫で
(内 )体部の上部から[」 縁部に、
横位の箆磨き

SB-28

87-4

邦

土師

13 4
47
7.3

2/3欠

高一部欠

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YP7/4に ぶい黄橙

色
(内 )10YR7/6明黄褐色

付高台の底部から体部
は内弯 し、口辺部で外
反する

(外 )体部軽櫨による撫で
(内 )撫 で

SB-28

87- 5

郭

土師

14.4
5.1
77

3/8欠

高台完存

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ;(外 )7.5VR5/4に ぶい褐色

(内 )7 5YP5/4に ぶい褐色

体部は内弯 し口唇部で
やや外反する
底部には高台が貼り付
けられている

(休 )軽輯による撫で
(内 )撫で

SB-28

87- 6

邪

土師

2,9
66

高台一部
欠損

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/6橙 色

(内 )黒色～2 5VR5/8明 赤
掲色

高台付 (休 )競輯横位の撫で
(内 )箆磨き?

SB-28

87- 7

不

土師

11 0
47
6.3

日一部欠
言合完存

胎 ,粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ;(外 )JOYR7/3に ぶい黄橙

色
(山 )黒色

高台付き底部から内弯
して体部へ立ち iが り
回縁部は外反する

(外 )概輯による撫で
(内 )日 縁部・体部 。底部中心に

向かって箆磨き 黒色処理

SB-28

87-8

雰

土師

46
7.5

体1/2
高台完存

胎 ;礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

高台付 きの底部か ら、
外傾 しなが ら丸みをお
びる体部

(外 )横位の撫で
(内 )放射状の箆磨き 黒色処理

SB-28

87-9

イ

:と 自市

42
8.0

底3/4
高―郎欠

胎
焼
色

粗砂粒を含む
良好
(外 )5VR7/4に ぶい橙色
(内 )黒色

付高台の底部から、体
部は内弯 して立ち上が
る

(外 )輯櫨による撫で
(内 )放射状の箆磨き 黒色処理

SB-28

87-10

郭
　
師

92
48
5.2

1/2欠

高台完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR8/2灰 白色

(内 )黒色

体部は内弯 して立ち
がり、 E]縁 部に至る
底部には高台が貼り
けられている

i (外 )横 撫で
(内 )斜位の磨き 黒色処理

SB-28

87-11

郭

rtt B下

1,7
5.5

高台腹部
のみ

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YR8/3浅 黄橙色

(内 )黒色

高台底部 (内 )放射状の箆磨き

SB-28

87-12

邪

」i師

15.2
66
86

1/4欠

高台完存

胎 ,精良
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5Y7/1

(内 )75Y7/1
色

色

白

白

灰

灰

弯
縁
り

内

口
貼

ら

ヽ
を

か
り
台

部
が
高

底
上
　
る

の
ち
る
あ

台
立
至

て

一局
て
に
け

付
し
部
付

(外 )体部 下位箆削り、体部 上位
軽幅による撫で

(内 )輯轄による撫で
釉は漬け掛け

SB-28

88-13

郭

灰釉陶器

17.5
7.5
8.1

日‖一部
高台完存

胎 ;精良
焼 ;良好
色 ,(外 )2 5GY8/1灰 白色

(内 )7.5GV8/1明 緑灰色

付高台の底部から丸み
を帯びて体部へ、やや
外反 しながら日縁部ヘ
至る

(外 )競轄による撫で
(内 )輯輯による撫で

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (20)第 27表
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遺構No

図版No
器種
種類

法畳

残を
器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-28

88-14

羽釜

土師

99
胎
焼
色

金雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )2.5YR5/6明 赤褐色
(内 )2.5YR5/3に ぶい赤褐

色

鍔接合
粘土帯積み上げ

(外 )口 縁部横撫で、体部箆削り
鍔を貼り付け手による横撫で

(内 )横位の撫で

SB-28

88-15

】】台儀

上Ri洒

23.2
72

胎 ;金雲母、粗砂粒を多く含
む

焼 ;良好
色 ,(林 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )5YR5/3に ぶい赤掲色

鍔接合
粘土帯積み上げ

(外 )口 縁部横位の撫で
(内 )横位の撫で

SB-30

89- 1

歯
　
封

25_5
57

ri縁
1/8

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YP3/3明 赤掲色～
5/3に ぶい赤褐色

稜を有す る (外 )競輔による撫で
(内 )競輯による撫で
軟質である

SB-30

89- 2

郭

1:師

16.0
4.2

日縁
1/6

胎 ;金雲母を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

体部で内弯 しなが ら口

縁 に至 る
(外 )嬢櫨による撫で
(内 )口 縁部横位の磨き

SB-30

89- 3

邦

L師

13 0
40

田縁
3/4

胎 ,0_3～ 05の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YP6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

体部で内弯 し、日縁で
外反する

(外 )体部魏幅による撫で
(内 )箆磨き 黒色処理
墨書「太口」

SB-30

89- 4

郵

,ti B市

12.2
4.6
4.8

日2/3
底一部欠

胎 ;0.4の 礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )黒色

弯内は部体
く

ら
開

か
ら

底
が

平
な

(外 )体 部輯幅による撫で、底部
回転糸切り

(山 )輯櫨による撫で 黒色処理

S3-30

89- 5

郭

■師

12 7
31
56

日1/2

底部完

胎 ;粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶい橙色～

5VP3/3暗 赤褐色
(内 )黒色

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がり、
日縁部で外反する

(外 )体部魏横による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯幅による撫での後、放射
状に 6条の箆磨き 黒色処理

SB-30

89- 6

郭

土師

13_1

4_3
6.0

[12/5

底1/2

胎 ;粗砂粒を含む

焼 i良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

し

口

弯

ヽ
る

内
り
す

は
が
反

部
上
外

体
ち

に

り
立
か

よ
ら
僅

底
が

で

平
な
縁

(外 )体部競櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯輯による撫で

SB-30

89- 7

郷

土師

14.5
4.5

口縁
1/3

胎 ;金雲母を多く含む
焼 ;良好
色 i(外 )5VR6/4`こ ぶい橙色

(内 )黒色

体部は内弯 し、回縁部
で僅かに外反する

(外 )競櫨による撫で

(内 )口 縁部横位の磨 き 黒色処
理

SB-30

89- 8

郭

土師

14.8
50

日縁体部
1/4

胎 ;金雲母を多 く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6糖 色

(内 )黒色

体部は内弯 し、口縁部
で僅かに外反する

(外 )械幅による撫で

(内 )口 縁部横位の磨 き 黒色処
理

SB-30

89-9

邦

土師

125
42
55

日1/2
底部一部

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YP7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

(外 )絨幅による撫で
(内 )精級な箆磨き 黒色処理

住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (21)第 28表
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遺構No
図版No

種
類

器
種

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SB-30

89-10

郭

土師

2.5
6.9

高台
2/3

胎 ;0,3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

(外 )底部回転糸切り
(内 )花弁状暗文

SB-30

89-11

邪

土師

一　
・
０

・
２
台
存

３
７
一局
完

胎 ;金雲母を多く含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YP6/6橙 色

(内 )黒色

付高台 (外 )軸櫨による箆撫で
(内 )競横による撫で

SB-30

89-12

イ

灰釉誨患

12.6
4.1
6.3

日1/8
底部完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(赤 )7.5Y7/1灰 白色

(内 )7.5Y7/1灰 白色

付高台 (外 )体部競犠による撫で、底部
回転糸切り

(内 )韓櫨による撫で

SB-30

89-13

甕

土師

17.0
5.3

日録部
1/6

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/3に ぶい橙色

口縁部、稜を有 し「 く
の字」状に外反する

(赤 )魏輯による撫で
(内 )輯輔による撫で

第 29表  住 居 址 出 土 遺 物 観 察 表 (22)
付記
SB-01は 古墳時代後期前半の住居址 と考 え られ、須恵器 は見 られない。第 54-2は 覆土

か らの出土で、平安時代 の遺物が混在 した もの と思 われ る。 SB-03も 古墳 時代後 期の住

址 と思われ るが、や は り遺物 は混在 してい る。 1,27,28,29,30,31,35が 当住居址 に伴 う遺物

ある うが、あ るいは当住居址の覆土 内に平安時代 の住居址が存在 していた可能性 も考 え られ

が、検 出が不 可能 であ ったため、一括図示 した点、御了承頂 きたい。
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SK-02

90- 1

蓋

土師

一　
・
９

一
部
み

１
　
孤
の

胎 ;細砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7_5YR8/8黄 橙色

(内 )7.5YP8/3浅 黄橙色

り
き

削
磨

箆
箆

SK-02

90-2

郭

上師
7.2

体部底部
の一部

胎 ,粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR5/4に ぶい褐色

(内 )7.5YR6/6橙 色

平底の底部より内弯 し
て立ち_と がる

(休 )魏櫨による撫で、底部箆切
り

(内 )軌 輯による撫で

SK-05

91-1

郭

土師

16.0
3.7

日録林部
1/6

胎 ;粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/8橙 色

(内 )5VR5/4に ぶい赤掲色

体部 は内弯 して立ち上
が り、日縁部で極 く僅
かに外反す る

(舛 )輯 幅による撫で

(内 )輯櫨による撫で、縦位の箆
磨 き

SK-05

91-2

郭

上帥

14.5
3.0

日縁体部
1/6

胎 ;金雲母を多く含む
焼 ;良好
色 ;(4)5YR7/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/6左登モヨ

体部外面に緩い段を有
し、内弯 して立ち上が
り口縁部で僅かに外反
する

(外 )輯鑢による撫で
(内 )輯櫨による撫で

SK-05

91-3

郭

土師

一
潟

，
０
部
存

１
５
底
完

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR6/4に ぶい橙色

(内 )黒 色

平底の底部 (外 )朝輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )箆磨き 黒色処理
輯櫨右回転

SK-05

91-4

郭

」ittib

1 8
55

高台
完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YR3/4浅 黄橙色

(内 )黒色

付高台の底部から内面
に僅かな段を有 して立
ち上がる

(外 )輯 櫨による撫で
(内 )4条 の放射状の箆磨 き 黒

色処理

SK-05

91-5

FF

須意思

12 4

体部
一部

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5BG2/1青 黒色

(内 )108G6/1青 灰色

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ
に
に
薬

幅
輯
釉

鞭
競
に

い
い
獅

SK-05

91-6

盤

土師

90
16 8

脚部
1/2

胎 ;粗 砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

櫨
輯

魏
鞭

SK-07

92- 1

郭

土師

11.1

42
6.0

11縁 部
1/3欠

胎 i礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

付高台の底部から体部
は内弯 しながら開く

(外 )魏 輯による撫で
(内 )底部箆磨き、日縁部箆によ

る横位の磨き 黒色処理

SK-07

92-2

郭

土師

1.6
44

底部
完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ,(休 )5YR6/6橙 色

(内 )5YP6/6橙 色

平底の底部 (外 )輯轄による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯 輯による撫で

SK-07

92- 3

郭

土師

18
7.4

底部
1/2用

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5VR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )朝輯による撫で
(内 )魏 輯による撫で、底部箆磨

き 黒色処理

土 壊 出 土 遺 物 観 察 表 (1)第 30表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SK-07

93- 4

蜜

灰釉陶器

20.2
38 4
17.4
日1/2
は1/5

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10Y6/2オ リーブ灰色

(内 )10Y6/2オ リーブ灰色

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

鑢
頓

軸
輯

S(-09

94- 1

蓋

須恵

2.1

-部
のみ

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(林 )10BG4/1

(内 )10BG4/1
色
色

灰
灰

圭目
主自

暗
暗

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

櫨
輯

輯
競

S【 -09

94-2

郭

土師

12.2
33
54

体1/3
底部完存

胎 ,03の礫、金雲母、粗砂
粒を多く含む

焼 ;良好
色 i(外 )5YR6/8橙 色

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部より体部は
内弯する

(外 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )競輯 による撫で

SK-09

94-3

郭

土師

13.6
4.0

日縁部体
部1/4

；
む

，
，
色

胎
　
焼
色

金雲母、粗砂粒を多く含

良好
(外 )10YR6/4に ぶい黄橙

(内 )黒色

体部は外傾する (外 )輯輯による撫で
(内 )黒色処理

SK― o9

94- 4

郭

須恵

13 7
4.0
6.6

底1/2
体1/3

胎 ;微砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10BG6/1青灰色

(内 )10BC6/1 青灰色

平底の底部から体部は
稜を有 して外傾 しrJ縁

部に至る

(外 )輯輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競轄による撫で

SK-09

94- 5

邪

須恵
7.2

底部
1/2

胎 ;微砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(林 )5BG6/1青 灰色

(内 )58G6/1青 灰色

平底の底部 (外 )輯輯による撫で、底部いI転

糸切り
(内 )絨櫨による撫で

SK-09

95- 6

甕

上師

213

一
郷
用

胎 ;金雲母、粗砂粒を僅かに
含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5Y27/6橙 色

(内 )5VR7/6橙 色

口縁部外反する (外 )阿縁部横位の撫で
(内 )口 縁部横位の撫で

SK-09

95- 7

甕

土師

18.6
3.6

一
潮
痢

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 i良好
色 ,(外 )5YP7/4に ぶい格色

(内 )5YR5/6明 赤褐色

口縁部外反する (外 )口 縁部横位の撫で
(内 )口 縁部横位の撫で

SK-09

95- 8

甕

須恵 胴部
一部

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5BC2/1青 黒色

(内 )10BG5/1青灰色

(赤 )掻 き日の撫で ?、 平行文の
叩き

(内 )同心円文の叩き=青海波文
の叩き

SK-11

96- 1

雰

土師

４
．
‐
州

．
醐
用

胎 ,粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )5VR5/8明 赤褐色

口縁部は僅かに外反す
る 体部は外面に低い
稜を有 し、僅かに内弯
する

(外 )競櫨による撫で
(内 )幌輯による撫で

SK-11

96- 2

不

土師

・日
５．０醐
明

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )5VP6/6橙 色

高台がとれた底部 (外 )魏輯による撫で
(内 )箆磨き

土 壊 出 土 遺 物 観 察 表 (2)第 31表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SK-11

96- 3

甕

須意 胴部
一部りみ

胎 ,粗砂粒を含む

焼 ,良好
色 i(外 )7.5GY4/1暗 緑灰色

(内 )5BG7/1明 青灰色

き

き
(格 子風叩目文)?
(同 心円文)?

SK-12

97- 1

イ

Jを B雨

11.8
3,3
37

体1/3
腹部完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

上げ底の底部か ら体部
は内弯 して口縁に至る

(外 )軽軽による撫で
(内 )輯櫨による撫で

SK-12

97-2

郭
　
鰤

０
．
２
．
４

／

胎 ;粗砂粒を含む
焼 :良好
色 ;(外 )5YR6/8橙 色

(内 )5YR6/3に ぶい橙色

僅かに上げ底の底部か
ら、体部は内弯 しなが
ら開く

(外 )魏櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯 輯による撫で
競輯右回転

SK-12

97-3

郭

士i師

10 7
4.5
66

体J/4
高台党存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色

(内 )黒色

付高台の底部から体部
は内弯 して立ち上がり
稜を有 して「 1縁部は外
反する

(外 )高 台部横位の撫で、体部輯
櫨による撫で

(山 )七弁蓮業文の箆磨き 黒色
処理

SK-12

98- 4

イ

i師

15.5
4.5

+RttlA部

1/8

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 :良 好
色 ,(外 )7.5YR6/6椎 色

(内 )黒色

部縁

る
回
す

て
反

し
外

弯
く

内
強

は

く
部
短

体
で

(外 )軽輯による撫で
(内 )箆磨き 黒色処理

SK-12

98- 5

邪
　
師

1,7
90

底部
1/3

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/3に ぶい赤褐色

(内 )黒色

平底の底部 (4)横 位の撫で、底部箆削り
(内 )底部中心に箆磨き、体部箆

の横磨き 黒色処理

SK-12

98-6

郭

_上 自T

1 5
46

体部一部
底部完存

胎 :粗砂粒を含む
焼 i良 好
色 ;(外 )7 5YR6/6構 色

(内 )黒色

平底の底部 (休 )横位の撫で、底部回転糸切
り

(内 )中心から放射状に 5条箆磨
き 黒色処理

SK-14

99- 1

郭

土師

12.0
37

日縁部体
部一部

胎 i褐色礫、粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

輯
輔

競
朝 黒色処理

SK-14

99- 2

郭

■師

11 8
3.3

1」 録部体
部一部

胎 i粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 i(外 )5VR7/6橙 色

(内 )黒 色

(外 )輯輯による撫で、 一部箆撫
で

(内 )黒色処理

SK-14

99- 3

邸

上師

1.8
6.4

体部底部
一部

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ,(外 )5YR8/4淡 橙色

(山 )5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部 (休 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競幅による撫で

SK-14

99- 4

鉢

土師

一　
・
１

・
４
附
部

３
‐０
螂

一

胎 ;石 英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR4/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

(外 )輯輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯轄による撫で
械櫨右回転

土 境 出 土 遺 物 観 察 表 (3)第 32表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SK-14

99- 5

望

灰釉陶器

一　
・
３

・
４

一部
薪

胎
焼
色

粗砂粒を含む
良好
(外 )N6/灰 色
(内 )N7/灰 白色

付高台の底部、体部は
やや丸みを帯びて立ち
上がる 気泡が入る

(外 )朝幅による箆撫で
(内 )魏櫨による撫で

SK-14

99- 6

甕

須恵 胴部
一部

胎 ;砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10BG4/1暗青灰色

(内 )10BG5/1青灰色

(1)格 子風叩日文
(内 )撫で調整

SK-15

100- 1

邪

土師

13.4
4.0
4.4
1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )7 5VR7/3に ぶい橙色

(内 )黒色

は

口

部

ヽ

体
き

ら
開
る

か
ら
す

部
が
反

底
な
外

の
し
で

底
弯
部

平
内
縁

(外 )競鑢による撫で、底部静I転

糸切り
(内 )箆磨き? 黒色処理
軽櫨右巨I転

SK-15

100- 2

邦

土師

1.9
56

底部
完存

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/8明 赤褐色

(内 )5YR5/6明 赤掲色

平底の底部から、体部
は外反 しながら開く

(休 )競櫨による撫で、底部「 J転
糸切 り

(内 )輯輯による撫での後箆磨き
?

軽輯右回転

SK-15

100-3

郷

土師

13.0
4.5

1/2
底報一部

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ;(外 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

底部内弯 して、日縁部
やや外反す る

(外 )輯鑢による撫で
(内 )黒色処理

SK-15

101-4

郷

土師

12.8
3.3

口体
1/4

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YP7/4に ぶい橙色

(内 》黒色

体部は内弯 して口縁部
に至る

で撫
き

る
磨

よ
箆

に
の

輯
位

躯
斜 黒色処理

SK-15

101-5

郷

土師

13.2
3.8

口体
1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 i(外 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

体部外面に緩い稜を有
し、口縁部は外反する

(休 )朝櫨による撫で
(内 )箆磨き? 黒色処理

SK-15

101-6

郭

土師

12.5
43

1/6

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YR3/3暗 掲色

(内 )黒 色

体部外面に強い稜を有
し、口縁部は外反する

(赤 )競櫨による撫で
(内 )黒色処理

SK-17

102- 1

邦

土師

2.2
4.5

体部一部
底1/2

胎 ;礫 、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/41こ おヾいれ監(ヨ

(内 )黒色

平底の底部から、体部
は僅かに内弯 して開く

(外 )輯鑢による撫で、底部回転
糸切り

(内 )撫 で 黒色処理
魏櫨右回転

SK-17

102- 2

不

土師

16
48

底部
完存

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5VP8/4浅 黄橙色

(内 )黒色～5VR6/8橙 色

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がる

(外 )競幅による撫で、底部IWl転

糸切り
(内 )底部械頼による箆撫で
絨櫨右回転

SK-18

103- 1

郭

土師

13 6
2.8

□体
一部

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YP7/3に ぶい橙色

口縁部外反 (外 )軸幅による撫で
(内 )丁寧な箆磨き

土 壊 出 土 遺 物 観 察 表 (4)第 33表
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遺構No

図版No

種
類

器
種

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SK-18

103- 2

郭

須恵

1.7
7.0

底部
1/5

胎
焼
色

砂粒を含む
良好
(外 )586/1
(内 )586/1

色
色

灰
灰

圭詞
三月

平底の底部から体部は
開く

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )範輯による撫で
火欅有り

SK-18

103- 3

耳皿

土師

30
5,0

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 i良 好
色 ;(外 )黒色

(内 )黒色

(外 )黒色処理 +丁寧な箆磨き
(内 )黒色処理十丁寧な箆磨き

SK-18

103-4

1亜

須恵

13.0
7.2

日嗣上位
1/4

胎 ,0.3の 礫、粗砂粒を多く
含む

焼 ;良好
色 ,(外 )10BG4/1暗青灰色

(内 )10BG5/1青灰色

頸部は屈曲外傾 し、口
縁部は外反する
粘土帯積み上げ

(外 )魏櫨による撫で調整
(内 )撫で調整

SK-18

103- 5

電

灰釉陶器

68

頸部

胎 ;砂粒を含む
焼 ;良好
色 i(外 )7 5GY8/1明 緑灰色

(内 )N8/灰 白色

顕部は口縁部に向かっ
て大きく外反する

( 然
引
　
競

自

る

　

く

ヽ
ょ

整
に
　
整

調
懐
　
調

で
輯
　
で
＞

撫
く
　
撫
げ

転
　
　
転
上

回
る
　
回
引

に
か
　
に
る

体
か
＞
体
よ

全
が
げ
全
に

ｐ
釉
上
め
櫨

(

SK-21

104- 1

郭

土師

15
46

底部
完存

胎
焼
色

黒色礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )7.5YP8/3浅 黄橙色
(内 )7.5YR8/4浅 黄橙色

平底の底部より体部は
開く

(外 )輯輯による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )魏櫨による撫で
競櫨右回転

SK-22

105- 1

郭
　
鰤

2.8
91

底部
1/2

胎 ;雲母、微砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR5/2灰 褐色

(内 )5YR2/4極 暗赤褐色

底部から立ち上がる (体 )朝輯による撫で
(内 )競幅による撫で

SK-24

106- 1

甕

縄文

10,0
焼 ;良好
色 ,(外 )7 5YR7/4に ぶい橙色

(内 )7 5YR7/6橙 色

(外 )箆状工具による撫で、区画
線内に縄文

(内 )箆状工具による撫で

SK-24

106- 2 須 恵

10.8

体部上位
頸部

胎 ;砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )103G6/1青灰色

(内 )58G6/1青 灰色

頸部直線気味に立ち と
がり、日縁部に向かっ
てラッパ状に開 く

(外 )競輯による撫で、胴部の稜
の下は箆削り

(内 )顕部機位の箆削り、体部競
輯による撫で

SK-28

107- 1

郭

土師

128
4.1

日縁体郡
1/8

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ;(赤 )10YR7/3に ぶい黄橙

色
(内 )黒色

体部は内弯 して、日縁
部は外反する

(外 )戦輯による撫で
(内 )黒色処理

SK-28

107-2

望

須恵

一　
，
３

一
凱
部

１０
　
附
顕

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5BG5/1青 灰色

(内 )10BG6/1青灰色

口顕は外反 しなが ら口
縁部に立ち上がる

(外 )魏輯による撫で
(内 )撫 で

SK-30

108- 1

甕

土師

18.6
4.2

日縁部
1/9

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

口辺部は「コの字」状
に外反する

(外 )横位の撫で
(内 )横位の撫で

土 壊 出 土 遺 物 観 察 表 (5)第 34表
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SK-32

109- 1

邦

土師

12.4
3.6
4.5

完存

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/6橙 色

(内 )5YP8/3淡 橙色

は

口

部

ヽ
る

体
き
す

ら
開
反

か
ら
外

部
が
や

底
な
や

の
し
は

底
弯
部

平
内
縁

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輯による撫で
朝輯右回転

SK-32

109- 2

邪

土師

11.6
3.1
4.4

]一部欠

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YP7/8橙 色

(内 )5VR7/8橙 色

平底の底部から体部は
内弯 しなが ら立ち上が
り、日縁部でやや外反
する

(外 )雛輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏鑢による撫で
雛輯右回転

SK-32

109- 3

邸

土師

11.5
4.0
4.4

日一部欠

金雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )7.5VR8/4浅 黄橙色
(内 )7.5VR8/3浅 黄橙色

胎
焼
色

は
が
る

部
上
す

体
ち
反

ら
立
外

か
ら
は

部
が
部

底
な
縁

の
し

□

底
弯

ヽ

平
内
り

(外 )輯鑢による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯鑢による撫で
魏輯右回転

S【 -32

109- 4

邦

土師

11.6
28
5.5

日一部欠

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR8/3淡 橙色～5YR
7/3橙色

(内 )5YP8/4淡 橙色

平底の底部から体部は
内弯 して立ちとがる

(林 )輯輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯輯による撫で
輯鞭右回転

SK-32

109- 5

郭

土師

12.5
3.5
4.0

日3/4
店部完存

胎 ,05の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ,(界 )7.5VR7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 し、口縁部で外反
する

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )輯嫌による撫で
輯鑢右回転

SK-32

109- 6

邪

土師

■
＆
４
／
続

胎 ;04の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VP7/8橙 色

(内 )5YR7/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯 し、口縁部で外反
する

(休 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競鑢による撫で
軽鑢右回転

SK-32

110- 7

芥

上師

12.1
3.3
4,4

林3/4
底部完存

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(赤 )5YP6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がり、
日縁部は健かに外反す
る

(外 )軽櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競鞭による撫で
魏櫨右回転

SK-32

110- 8

邪

土師

13.0
3.8
4,0
3/5

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR7/6橙 色

(内 )7.5VR7/4に ぶい橙色

平底の底部から体部は
内弯 して、日縁部でや
や外反する

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

櫨
幅

軸
輯

SK-32

110-9

雰

土師

12.5
3.3
42
1/2

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/4に ぶい

(内 )5YR7/41こ おミ七ヽ
色
色

橙
橙

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がり、
口縁部は外反する

(外 )競櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )撫 で
輯輯右回転

SB-32

110-10

郭

土師

12.2
3.9
3.9

体1/2

底部完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/31こ ぶい橙色

(内 )5VR7/3に ぶい橙色

平底の底部から体部は
やや内弯して立ち上が
り、日縁部へ至る

(外 )朝鑢による撫で、底部回転
糸切り

(内 )撫 で
輯櫨右回転

SK-32

110-11

郭

土師

12.8
3.5
4.2

3/5欠

底部完存

胎 ;金雲母、粗砂粒を多く含
む

焼 ,良好
色 ;(外 )7.5YR6/6橙 色

(内 )7 5YP7/6橙 色

平底の底部から内弯 し
て立ち上がり、口縁部
へ至る

(外 )軸幅による撫で、底部回転
糸切り

(内 )撫 で
戦輔右回転

土 壊 出 土 遺 物 観 察 表 (6)第 35表
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SK-32

110-12

郭
　
師

12.6
3.5
4.8

底完日体
5/6

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒を
多く含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5VR3/6に ぶい褐色

(内 )7.5YR3/6に ぶい褐色

り
が
外

よ
上
に

部
ち
か

底
立
僅

の
・り
は

み
が
部

ぎ
な
縁

底
し
回
る

げ
弯

すヽ

上
内
り
反

(赤 )競 輯による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯櫨による撫で
輯轄右回転

SK-32

110-13

郭

li師

14.7
58
8,0
1/2

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10VR7/6明黄褐色

(内 )10YR7/4に ぶい黄橙
色

付高台の底部から外反
しながら体部へ、体部
は緩 く内弯 し、日縁部
で屈曲外反する

(外 )輯鑢による撫で、口縁部は
指頭で撫でている

(内 )撫 で

SK-32

110-14

芥
　
帥

14.4
5.4
7.5
1/2
高4完専

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )5YR7/6明 黄褐色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

付高台の底部から体部
は緩 く外反 して立ち上
がり、日縁部は外反す
る 底部に胎土の収縮
による亀裂がある

(外 )範輯による撫で
(内 )撫 で

SK-32

110-15

郭
　
獅

12.7
55
5.8

1/4欠

高台党存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台の底部から体部
は内弯 して立ち上がり
口縁部で緩 く外反する

(外 )競櫨による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )丁寧な磨き 黒色処理
軸輯右回転

SK-32

110-16

イ
　
蜘

２

．
５

．
５

．
／

台

胎
焼
色

粗砂粒を含む
良好
(外 )黒色
(内 )黒色

底部から体部は内弯 し
て口縁部に至る

(外 )箆撫で
(内 )箆撫で

第 36表  土 装 出 土 遺 物 観 察 表 (7)
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遺構No

図版No
種
類

器
種

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

P-03

111-1

高邪

土師

9.8
5。 3

8.0
脚部
1/3

０，４舗
餅
∽
⑪

；
を

；
；

胎
　
焼
色

の礫、雲母、粗砂粒

7.5YR6/4に ぶい橙色
7 5YR6/4に ぶい橙色

(外 )軸轄による撫で、回転糸切
り

(内 )械轄による撫で

P-05

1■-2

壺?

須意

2.2
7.1

体部一部
高1/4

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR5/2灰 掲色

(内 )7.5YR5/2灰 褐色

付高台 で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

頼
轄

競
軸

P-07

111-3

添

土師

2.1
5.0

高台一部
欠体一部

胎
焼
色

粗砂粒を含む
良好
(外 )黒色
(内 )黒色

付高台 (外 )体部朝櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部競横による撫で
械幅右回転

P-07

111-4

餐

土師

4.4
10.2
体部一部
匠1/6

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(4)7.5V4/1褐 灰色～黒

色
(内 )10YR5/1褐灰色

平 底 (外 )軽轄による撫で
(内 )輯輯による撫で
自然釉がかかる

P-08

1■-5

雰

土師

13.8
3.4
6.6

日1/7
底部―部

胎 ;0.3～ 0.5の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部より内弯 し
ながら口縁に至る

(外 )魏鑢による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競櫨による撫で
魏輔右回転

P-08

111-6

郷

土師

一‐・９６．４論
開

胎 ,0.3～ 0.6の 礫、金雲母
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YP6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輯による撫での後花弁文
の磨き 黒色処理

P-08

111-7

郭

須恵

14,0
3.8

口縁
1/6

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR6/1褐 灰色

(内 )7.5YP7/1明 褐灰色

体部で内弯 し口縁に至
る

第 37表 ピ 出 土 遺 物 観 察 表
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遺構No

図版 No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-01

112- 1

必
　
郎

10.6
40

「1縁
一部欠

胎 ,0,3の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/1に ぶい橙色

丸底から内弯して立ち
上がり、口縁部は内傾
する

(外 )口 縁横撫で、体部箆削りの

後撫で、底部箆削り
(内 )横撫で

SD-01

112-2

郭
　
聞 111/4

体1/2

胎 i04の礫を多く、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

丸底
□縁直立する

(外 )口 縁横撫で、体部箆削りの

後撫で、底部箆削り
(内 )横撫で

SD-01

112- 3

郭

上睛li

11,1

24
67

111/8

底J/2

脚
動
針
“
熱

胎
焼
色

粒を含む

5YR8/4淡 橙色
5YR8/4淡 橙色～7/4

橙色

平底の底部より広が り
口縁に至る

(外 )体部競櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )戦櫨による撫で

SD-01

112- 4

必
　
脚

2.0
60

高3/4
底部完#

胎 ,03の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良女F
色 ;(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

イヽ「高台 (体 )競輔による撫で
(内 )黒色処理

SD-01

112-5

皿

　

ｉＢ

11 8
2.3
5.0

112/3

高4-部

胎
焼
色

雲母、IFl砂 粒を含む
良好
(赤 )黒色
(内 )黒色

付高台 で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

輯
櫨

朝
城

黒色処理
黒色処理

SD-01

112- 6

一里

「

17.5
28,0
168
日1/3
日1/4

胎 ,03の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YP4/7に ぶい橙色

(内 )7 5YP4/71こ ぶい橙色

体部は球形を呈しLl縁
は外反する

(外 )縦位の箆削りの後撫で
(内 )日 縁部横撫で、体部箆削り
の後撫で

SD-02

113- 1

岳

　

胡

120
22
48

ぼ1/5

底1/2

胎 i03～ 05の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR5/4に ぶい褐色

(内 )5YR7/4に ぶい格色

天丼部 は平面、裾部 は
屈曲 して広がる

(外 )輯輯による撫で、天丼部回
転糸切り

(内 )輯輯による撫で
2と 同一個体か

SD-02

113-2

蓋

佐B市

13.2
1.8

[1縁
一部

胎 ;03の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )5VP7/6橙 色

(内 )5YR7/6橙 色

据部屈曲外反する (内 )「太」の亥1書
1と 同一個体か

SD-02

113- 3

郭
　
鰤

11.3
35
4.2

完存

胎 ;金雲母、/11砂 粒を多く含
む

焼 ,良好
色 :(外 )5YR6/8橙 色

(内 )2 5YM/8赤褐色

平底の底部から体部は
内弯 しながら立ち とが
り、日縁部で緩やかに
外反する

(外 )競櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏幅による撫で
魏櫨右回転

SD-02

113- 4

郭
　
鰤

12.3
34
5,0

完存

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒を多く
含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR8/4淡 橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部か ら体部 は

内弯 しなが ら立 ち Lが
り口縁に至る

(林 )軸幅による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏幅による撫で
輯櫨右回転

SD-02

113-5

郭

:i自市

11.1

38
4.0
1/6
欠損

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/6橙 色

平底の底部から体部は
丸みをおび、口縁は外
反する

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競櫨による撫で
城輯右回転

溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (1)第 38表
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-02

113- 6

郎

土師

12.5
4.1
4.9
1/4

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10VR8/4浅黄橙色

(内 )黒色

平底の底部から体部は
内弯 して、口縁部はや
や外反する

(外 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )黒色処理
機櫨右回転

SD-02

114- 7

邪

土師

12.0
4,0
4.3

日1/2
底部完専

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YP7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

ち

ヽ
す

立
し
反

て
弯
外

し
内

に

反

は
か

外
部
僅

り
体

で

よ
り
部

底
が
縁

平
上

回
る

(界 )体部競幅による撫で、底部
回転糸切り

(内 )競横による撫で
輯櫨右回転

SD-02

114- 8

郭

上師

11.4
3.5
4.0

日1/6
底2/3

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/3に ぶい橙色

(内 )5YR7/3に ぶい橙色

平底の底部より内弯 し
ながら立ち上がる

(外 )体部機構による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部城輯による撫で
輯幅右回転

SD-02

114- 9

邪

土師

12.2
3.9
4.8

日J/4
底一部欠

胎 ,0.6の 礫を僅か、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5VR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

平底より内弯 しなが ら
立ち上がる

(外 )体部魏輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部機櫨による撫で

SD-02

114-10

雰

土師

12.4
3.3
5.0

日1/4
底2/3

胎 ,03～ 0.6の 礫、金雲母
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YP6/6橙 色

(内 )5YP6/6橙 色

底部より外傾 して立ち
上がる

(外 )体部競櫨による撫で、底部
下手な回転糸切り

(内 )輯櫨による撫で
輯韓右回転

SD-02

114-11

郭

土師

10,9
4.0
4.6
1/2

胎 ;金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR6/6橙 色

(内 )7.5YR6/8橙 色

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がる

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

輔
櫨

械
輯

SD-02

114-12

邦

土師

12.6
3.8

口縁
1/2

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5VR7/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

口縁で僅かに外反 (外 )輯幅による撫で
(内 )軽櫨による撫で

SD-02

114-13

郭

土師

一　

・
９

，
７

訥

嚇

胎 ;石英、褐色粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YP7/2に ぶい黄橙

色 (内 )10YP6/3に ぶい責
橙色

高合のとれた底部から
内弯 して立ち上がる

(外 )朝櫨による撫で
(内 )魏櫨による撫で
高台部がきれいにとれている

SD-02

114-14

雰

土師

11.1

4.5
4.0

日1/6
匠1/3

0,3の礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )7.5VR7/6橙 色
(内 )黒色

胎
焼
色

小さな平底より体部は
内弯 して口縁に至る

(赤 )概櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )軸轄による撫で

SD-02

114-15

雰

土師

13.3
4.5
5.0

日1/4
底1/3

胎 ,0.5の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR7/4に ぶい橙色～

日縁部黒色
(内 )黒色

平底より稜を有 して内
弯しながら立ちとがり
口縁で外反する

(外 )体部魏輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部機轄による撫で 黒色
処理

機鞭右回転

SD-02

114-16

芥

土師

13.7
5.2
6.0

日1/7

E5/6

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

平底 より内弯 して立 ち
上が り、日縁で笹かに
外反する

(外 )軸櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )体部軽櫨による撫で 黒色
処理

機輯右回転

溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (2)第 39表
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遺構No

図版No
種
類

器
種

量
存

法
残 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-02

114-17

郷

littrl

14.2
48
54

日1/4

底部完専

胎 ;03～ 05の礫、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(赤 )5YR7/6橙 色

(内 )黒 色

平底 より内弯 しなが ら
立ち上が る

(休 )体 部輯嫌による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部輯櫨による撫で
械輯右回転

SD-02

114-18

郭
　
獅

12 1
39
50

日一部
底一部欠

胎
　
焼
色

;03～ 0.6の 礫、雲母、
粗砂粒を含む
;良好
,(外 )5YR5/3に ぶい赤褐色

(内 )黒 色

平底の底部より内弯 し
ながら立ち上がり、日
縁に至る

(界 )体部輯幅による撫で、底部
回転糸切り

(内 )箆磨き 黒色処理
輯韓右回転

SD-02

114-19

邪

ti師

13.0
45
4.9

日1/8

底1/5

胎 ;0.3の 礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YP7/41こ ぶい橙色

(内 )黒 色

ら
僅

が

で

な
縁

し

口

弯

ヽ
る

内
り
す

り
が
反

よ
上
外

底
ち

に

平
立
か

(外 )体部競轄による撫で、底部
回転糸切 り

(内 )体部軸櫨による撫で
鞭幅右回転

SD-02

114-20

lIN

ll師

13.2
4.5
4.5

日1/4
底部完存

胎 10.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 :良好
色 ,(林 )5YR7/31こ ぶい橙色

(内 )黒 色

平底より内弯 して立ち
上が り口縁で健かに外
反す る

(外 )体部幌櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯幅による撫での後口縁横
位の箆磨き、 5条 の放射状箆
磨き 黒色処理 魏櫨右回転

SD-02

114-21

杯

土i白市

12.5
4.2
6.2

日1/8

底1/6

胎 ,0.5の 礫を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

平底より内弯 しなが ら
立ち上が り、口縁で僅
かに外反する

(外 )体 部輯輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯韓による撫で 黒色処理

SD-02

114-22

郭
　
削

12 6
42
50

日1/5
底1/2

胎 ,0.3の 礫を多 く、 trR砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )黒色

平底の底部より内弯 し
て立ち上がる

(外 )体 部輯轄による撫で、底部
回転糸切 り

(内 )軽 輯による撫で
軸轄右回転

SD-02

114-23

イ

-11師

13,0
4.2
5,2

日1/3
底一部欠

胎 :03の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 i(外 )5YR7/4～ 6/4に ぶい

橙色
(内 )黒色

平底より内弯 しながら
立ち とがり、日縁で健
かに外反する

(外 )体部競櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )競幅による撫で
輯櫨右回転

SD-02

114-24

郭
　
鰤

13.5
4.2
5.6

底完体
日1/2

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/6橙 色

(内 )黒色

平底の底部から内弯 し
て体部に立ち上がり、
口縁部に至る

(外 )横 位の撫で、底部回転糸切
り

(内 )丁 寧な箆磨き 黒色処理

SD-02

114-25

郭

!七 自市

145
51
5.5

日1/2
垣1/2

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

し

ち

に

弯
立
か

内

て
僅

り
し

で

よ
有
縁

部
を

口

底
稜

ヽ
る

の
ら
り
す

底
が
が
反

平
な
上
外

(4)輯輯による撫で
(内 )輯櫨による撫での後 8条 の

放射状及び意味不明の箆磨き
黒色処理

SD-02

114-26

郷

_tR師

3.5
4.8

体部一部
底部完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶい橙色～
7/6橙色

(内 )黒色

平底より内弯 して立ち
上がる

(外 )体 部輯輯による撫で、底部
回転糸切 り

(内 )軽輯による撫での後 5条 の
放射状箆磨き

輯櫨右回転

SD-02

114-27

郭

上師

15。 1

5.8
6.7

Ⅲ1/4
底部乾存

胎 ,金雲母、粗l砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/6橙 色

(内 )5YR7/6橙 色

底部から体部は内弯 し
て口縁部で外反する

(外 )輯 櫨による撫で
(内 )魏輯による撫で

溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (3
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-02

115-28

邦

土師

1.5
50

高台
完存

胎 ;粗砂粒を含み堅微
焼 ;良好
色 ,(外 )2.5YR5/6明 赤褐色

(内 )2 5YR5/6明 赤褐色

付高台 (外 )魏態による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏櫨による撫で

SD-02

115-29

雰

土師

15.1
45
6.3

日1/7
高台央

胎
　
焼
色

,0.3～ 0.5の 礫を多 く
粗砂粒 を含む
;良好
;(外 )5Yユ 6/6橙 色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

底部より僅かに内弯 し
て口縁部で外反する

(外 )輯輔による撫で
(内 )魏輯による撫で

SD-02

115-30

イ

上師

11 4
4.6
5.5

日1/6
底一部欠

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(赤 )5YP8/3淡 橙色

(内 )黒色

付高台の底部から体部
は内弯 しながら立ち上
がり、口縁部は外反す
る

(外 )魏輯による撫で
(内 )口 縁部精級な箆磨き、体部

～底部十文字の磨きとわ らび
手状の箆磨き 黒色処理

SD-02

115-31

雰

土師

2.4
7.0

高台
2/3

胎 ,0.4の 礫を多 く、金雲母
粗砂粒 を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )高 台～体部絨輯による撫で
底部回転糸切り

(内 )輯輯による撫で
軽鑢右回転

SD-02

115-32

郭

土師

14.5
6.0
7.0
1/2
高台一部

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YP8/4浅黄橙色

(内 )黒色

付高台の底部から体部
は内弯 して、僅かに外
反する口縁に至る

(4)輯 幅による撫で
(内 )丁寧な箆磨き 黒色処理

SD-02

115-33

邦

」iRT

153
45

日1/5
底1/3

胎 ,0.3～05の 礫、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台
体部で中位に稜を有 し
内弯 しながら口縁に至
る

(外 )体部軸輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )械櫨による撫での後箆磨き
? 黒色処理

SD-02

115-34

雰

i師

．別
関醐
薪

胎 ;金雲母、粗砂粒を多く含
む

焼 ;良好
色 ,(休 )10YR6/6明 賞褐色

(内 )黒色

(外 )底部回転糸切り
(内 )黒色処理

SD-02

115-35

郭

須意

2.2
50

体部一部
底部完専

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5BC6/1青 灰色

(内 )5BG7/1明 青灰色

平底の底部から体部は
内弯して立ち上がる

(外 )競鑢による撫で、底部回転
糸切り

(内 )軽輯による撫で
輯櫨右回転 軟質須恵器

SD-02

115-36

邪

須恵

14
7.7

底部
1/2

胎 ,0.3～ 05の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5Y4/1灰色～5/1

灰色 (内 )7.5V5/1灰色

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

輔
櫨

輯
競

SD-02

115-37

邦

灰釉

14 0
4.6
7.4

日縁一部
富1/3

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )2.5CY7/1明 オ リーブ

灰色  (内 )2.50Y7/1明 オ リ
ーブ灰色

・り
で

が
部

な
縁

し

回
る

弯

ヽ
す

内
り
反

り
が
外

台
よ
上

に

高
部
ち
か

付
底
立
僅

(休 )輯櫨による撫で
(内 )襲輯による撫で

SD-02

115-38

高邦

土師

側
卿

・
酬
用

胎
焼
色

0,3の礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )5YR6/6れ登で色
(内 )5YR6/6桂 色

体部下位で屈曲 して、
僅かに内弯 して立ち上
がる

(外 )撫 で
(内 )箆磨き?

溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (4)第 41表
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遺構No

図版No

種
類

器
種

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-02

115-39

皿

土師

8.8
2.0

底部日縁
部1/2

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR8/3淡 橙色

(内 )5YR8/3淡 橙色

で
で

撫
撫

の
の

位
位

横
横

SD-02

115-40

椀

土師

20.7
10,7
9.5

体2/3
底一部欠

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YP6/4に ぶい橙色

し

口

弯

ヽ
る

内
り
す

り
が
反

よ
上
外

部
ち

に

底
立
か

の
ら
僅

底
が

で

平
な
縁

き磨箆後の
で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

櫨
輯

襲
競

、
ぞ

，

？
・

SD-02

115-41

鉢

土師

19,7
10.8
7.3

底完体～
日1/7

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR7/6橙 色

(内 )黒色

平底の底部から体部は
緩 く内弯 しながら立ち
上がり、口縁部は外反
する

理
？
処

で
色

撫
黒

SD-02

115-42

鉢

土師

一
　

・

０

・

５

一
部

一
部

胎 10.3～ 0.5の 礫を多く、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YP7/6に ぶい橙色

(内 )黒色

平底の底部より内弯 し
て立ち上がる

(外 )箆 肖Wり
(内 )f甕肖Jり

SD-02

115-43

鉢

土師

一
刊
郷

一部
�

胎 ,0.3～ 0.5の 礫、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YP7/4に ぶい橙色

(内 )黒色

平底の底部より内弯 し
ながら立ち上がる

(外 )体部輯輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )軽櫨による撫で 黒色処理
機韓右回転

SD-02

115-44

鉢

縄文

3.2

口縁
一部

胎
焼
色

0,4の礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )7.5YR7/3に ぶい橙色
(内 )7.5VR7/3に ぶい橙色

SD-02

116-45

霊

上師

15.0
8.0

Π1/9
体部一部

胎 ,0.3～ 0.5の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/6橙 色

(内 )5YR7/6お 翫(色

帯
く
す

の
き
反

形
大
外

角
で
に

四
縁
状

で
口
Ｊ

部

字ヽ

上
し
の

部
有
く

体
を
Ｆ
る

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

輯
輯

輯
軽

SD-02

116-46

霊

須恵

8.5

頸部
1/4

胎 ;0,3～05の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )10Y25/1褐灰色

(内 )10YR5/1褐灰色～6/1褐灰色

頸部で直に立ち上がる (外 )軽櫨による撫での後体部を
平行文の叩き

(内 )軸櫨による撫で

SD-02

116-47

甕

土師

17,7
4,0

口縁
1/5

胎 ,0.4の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

で
で

撫
撫

の
の

位
位

横
横

SD-02

116-48

甕

須恵

9,0
17.1
嗣部一部
底部一部

胎
焼
色

礫を僅かに含む
良好
(外 )5B5/1青灰色
(内 )5B6/1青灰色

粘土帯積み上げ (外 )魏輯による箆撫で
(内 )競横による撫で

SD-02

116-49

甕

須意

4.4

林部一部
耳2智

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YP4/1褐灰色

(内 )10YR4/1褐灰色

肩部に板状の円孔を穿
った耳がつく

(休 )軸輯による撫で
(内 )軸鞭による撫で

溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (5)第 42表
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-03

117-1

郭

土師

1.1

6.2
底部
1/2

胎
焼
色

0.4の礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )5YR7/4`こ ぶヽヽ橙色
(内 )黒色

平 底 (外 )体部撫で、底部回転糸切り
(内 )輯 輯による撫での後磨き

SD-03

117-2

邪

土師

19
50

高台
一部欠

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )横 位の撫で
(内 )木 口状工具による撫で

SD-03

117-3

鉢

縄文 体部
一部

胎 ;04の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )5VR6/4に ぶい橙色

SD-04

118- 1

蓋

土師

16.4
3.5

1/3

胎 ,0.3の 礫、細かい石英、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR4/3掲 色

(内 )7.5YR4/2灰 褐色

天丼は丸みを持ち、屈
曲してやや外傾する日
縁に至る

(外 )箆 削りの後天丼部下位は精
緻な箆磨き、据部横位の箆磨
き

(山 )天丼部撫で、裾部横位の箆
磨き

SD-04

118- 2

高イ

土師

6,2

脚上部
のみ

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YR7/4に ぶい黄褐

色
(内 )7.5YR6/6橙 色

(外 )縦 方向の箆削りの後精緻な
縦位の箆磨き

SD-04

118- 3

高邦

土師

3.1

脚上部
のみ

胎 ;白 色砂粒、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR6/6橙 色

(内 )黒 色

脚部に 3箇所三角形の
窓がある

き
き

磨
磨

箆
箆 黒色処理

SD-04

118- 4

手捏

土師

7.0
5.8
3.8
1/4

胎
焼
色

0.3の礫、粗砂粒を含む
良好
(休 )5YR5/4に ぶい赤褐色
(内 )5YR5/4に ぶい赤褐色

手捏ね成形 捺

で

押
撫

る

る

よ

よ

に

に

指
指

部
部

体
体

SD― o4

118- 5

皿

土師

7.9
1.8
26

完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )7.5YR7/6橙 色

(内 )7.5YP7/6橙 色

最大径が□縁にある小
型で平底の皿
輯輯成形、器形が歪み
手捏ねなみの仕上がり

(外 )撫 で
(内 )横撫で

SD-04

118- 6

望

土師

8.4

件部～底
部1/2

胎 ;白 色砂粒、石英を僅かに
含む

焼 ;良好
色 ;(外 )10YR7/4に ぶい黄橙

色 (内 )10YR8/4浅 黄橙色

丸底より偏平な球形の
体部に立ち上がる
粘土帯積み上げ

(外 )箆刷りの後横位の箆磨 き
(内 )撫 で
頸部との接合部から剥離する

SD-04

119- 7

甕

土師

3.7
5.6

嗣1/5
腟5/6

胎 ,0.3～ 0.5の 礫、粗砂粒
を多 く含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐色

平底の底部より体部は
内弯しながら立ち上が
る 胴部の張り出しに
歪みがある

(外 )底 部・胴部箆削り
(内 )胴部箆削り、箆撫で

SD-04

■9-8

甕

上師

4.2
4.6

底部完嗣
下1/2

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ,良好
色 ;(外 )2.5YR5/6明 赤褐色

(内 )5YR5/6明 赤褐色

平底の底部より体部は
僅かに内弯 しながら立
ち上がる

り箆部
り

胴
削

一
箆

部
部

底
胴

溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (6)第 43表
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遺構No

図版No

種
類

器
種

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-04

119-9

甕

1:師

12 4
99

日縁～用
部1/3

胎 i石英、白色砂粒、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色

(内 )7.5YP7/6橙 色

丸みを帯びた胴部より
僅かに外傾する日縁に
至る
粘土帯積み上げ

(外 )日 縁部斜位の箆削り、胴部
横位の箆肖1り

(内 )横位の刷毛目

SD-04

119-10

甕

土 E市

12.0

J縁 部

胎 ,0,3の 際、雲母、石英を
多 く含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/6明 赤褐色

(内 )5YR6/4に ぶい格色

口縁部は緩やかに外反
する
粘土帯積み Lげ

(外 )口 縁部横撫で、縦方向の箆
削 りの後、精級な縦位の箆磨
き (内 )口 縁部横撫で、縦方
向の箆削りの後、精緻な縦位
の箆磨き

SD-07

120- 1

琶

　

胡

胎 103～ 05の 礫、雲母を

健か、粗砂粒を含む

焼 ,良好
色 ;(4)5YR7/6橙 色

(内 )7 5YR7/6橙 色

天丼上部は平面で、裾
部は屈曲する

(外 )競輯による撫で、天丼部回
転糸切り

(内 )輯輔による撫で

SD-07

120-2

lDl

■師

2.5
50

腹一部欠

胎 ,0.3の 際、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )5VR7/4に ぶい橙色

天丼上部は平面で、裾
部は屈曲する

(外 )競櫨による撫で、天丼部回
転糸切り

(内 )椛輯による撫で
競輯右回転

SD-07

120- 3

郭

上師

13 4
4.5
56

日1/5
底1/3

胎 ,03の 際を含む
焼 i良好
色 ;(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

～口縁部黒色
(山 )黒色

ら
僅

が

で

な
縁

し

口

弯

ヽ
る

内
り
す

り
が
反

よ
上
外

底
ち

に

平
立
か

(休 )体部軽嬉による撫で、底部
回転糸切り

(内 )体部械輯による撫で
競輯右回転

SD-07

120- 4

郭

:十二B雨

J4 1
4.3
4.4

日1/6
底5/6

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色

～「]縁部黒色
(内 )黒色

平底の底部より内弯 し
ながら開き、口縁部で
僅かに外反する

(休 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )体部魏轄による撫で
魏櫨右回転

SD-07

120- 5

郭

:上 自雨

13.4
4.3
4.6

日縁一部
底1/2

胎 ;0.3～ 06の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR4/2灰 褐色

(内 )黒色

ら
僅

が

で

な
縁

し

口

弯

ヽ
る

内
り
す

り
が
反

よ
上
外

底
ち

に

平
立
か

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )体部競輯による撫で
競櫨右回転

SD-07

120- 6

甕

土師

2.5
6.0

賎一部欠

胎 ;03の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6桂 色～5/4に

ぶい赤褐色 (内 )黒色

平底の底部か ら内弯 し
て立 ち上がる

(外 )胴 部撫で、底部箆切り
底に×印の箆記号

SD-07

120- 7

甕

須恵

5.5

頸部
1/3弱

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR4/2灰 褐色

(内 )7 5VR4/2灰 褐色

(外 )軽輯による撫で
(内 )械幅による撫で

SD-09

121-1

不
　
卸

12.4
38
5,0

日1/8
底1/3

胎 ,0.3～ 06の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR6/6橙 色  (内 )

5YR6/6橙 と～2 5YP5/3黄雹色

平底の底部より内弯す
る

(4)競幅による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )魏輯による撫で

SD-09

121-2

邦

土師

J2.3
43
52

B2/3
体匠完存

胎 ,04の 礫を多く、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7_5VR7/4に ぶい橙色

～国縁部黒色 (内 )黒色

平底より体部は内弯 し
て口縁に至る

(外 )輯 輯による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )競輯による撫で

溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (7)第 44表
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-09

121- 3

郷

土師

3.4
7.6

底1/8

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )2.5YP6/8橙 色

(内 )黒色

りヽカなし弯内

る

り
が

台
よ
上

一島
部
ち

付
底
立

で撫
き

る
磨

よ
箆

に
な

頼
寧

械
丁

墨書か ?
黒色処理

SD-09

121- 4

郵

弥生

2.3

脚部
一部

胎 ,0.3の 礫、雲母を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10R4/8赤 色 (赤色塗

彩) (内 )10R4/8赤 色 (赤
色塗彩)

?

SD-09

121- 5

鉢

土師

20,7
4.5

口縁
一部

胎 ;0.3の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR7/4に ぶい橙色

(内 )2.5YP5/8明 赤褐色(赤 色塗移?)

(外 )輯櫨による撫で ?器面荒れ
る

(内 )丁 寧な箆磨き

SD-09

121-6

笠

土師

10,7
5.4

口縁
一部

胎 ;0,3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5YP6/4に ぶい橙色十

汚れ多い
(内 )黒色

口縁部で「 くの字」状
に外反する

(外 )木 口状工具による輯懐撫で
(内 )軸轄による撫で

第 45表 溝 址 出 土 遺 物 観 察 表 (8)
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第122図 下郷第 1号古墳実測図
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2 第 3号古墳

慾ヽ

第 123図  下郷第 3号古墳実測図

-113-



3 第 2号古墳

軽戦抄

第 124図  下郷第 2号古墳調査前実測図
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第125図  下郷第 2号古墳石積除去後実測図
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第 126図 下郷第 2号古墳直刀・人骨 。金環出土状況実測図
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第 127図  下郷第 2号古墳覆土除去後実測図
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第 1号古墳出土遺物

uジ 1

2 第 2豊古墳出土遺物

第 130図  下郷第 1号古墳出上遺物実測図

第 131図 下郷第 2号古墳石室内出土遺物実測図
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第 132図  下郷第 2号古墳石室外出土遺物実測図 (1)
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第 133図  下郷第 2号古墳石室外出土遺物実測図 (2)
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第 134図  下郷第 2号古墳石室外出土遺物実測図 (3)
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第 135図  下郷第 2号古墳石室外出土遺物実測図 (4)
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第 136図  下郷第 3号古墳出土遺物実測図
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下郷第 2号古墳石室内出上金環・ 切子玉実測図
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5 遺物観察表

遺構No

図版 No
器種
種類

法量

残存 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SMG-1
石室外
130- 1

邦

土師

46
64

底部～体
部1/4

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ;(外 )7.5YR6/6橙 色

(内 )黒色

平底か ら内弯 して立ち
上が る

(外 )底部箆削り、体部横撫で、
体部下位箆削 り

(内 )精級な箆磨き 黒色処理

SMC-1
石室外
130- 2

郭

土師

1.6
3.6

底部
1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ,(休 )7 5VR6/6橙 色

(内 )黒色

平底の底部 (界 )底部回転糸切 り
(内 )黒色処理

SIG-2
石室内
J31-1

甕

須恵

222
46.5

4/5

胎 ,03～ 0.8の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5Y5/3 灰オサーブ色

(内 )7 5Y5/3 灰オリーブ色

丸底 よ り内弯 して立ち
上が り胴部上位に最大
径を持 ち、頸部は緩や
かに外反す る

(林 )胴部平行文の叩き、頸部波
状文の叩き 口辺部～肩まで
緑釉がかかる

(内 )輯櫨による撫で

SMG-2
石室内
131-2

甕

須恵

33.2
68_0

2/3

胎
焼
色

03の礫、粗砂粒を含む
良好
(外 )5V5/2灰 オ リープ色
(内 )5V6/2灰 オ リーブ色

胴部は丸みをおびて立
ち上がり、頸部は緩や
かに外反する

(外 )頸部櫛状工具による波状文
胴部格子日の叩き

(内 )青海波文の叩 き

SIG-2
石室外
132- 1

蓋

須恵

25.0
2.4

回縁
一

部

焼 ,良好
色 ,(外 )10YR3/1黒 褐灰色

(内 )10YR4/1褐 灰色

で
で

撫
熱

る

る

よ

よ

に

に

轄
幅

魏
軽

SMC-2
石室外
132- 2

蓋

須恵

17.2
19

日縁部
1/9

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )25Y3/3暗 オ リープ

褐色 (内 )25V3/3暗オ リ
ープ褐色

(外 )輯輯による撫で
(内 )競櫨による撫で

SMC-2
石室外
132- 3

lTh

土師

10.9
28
42

日縁部
一部欠

胎 ,金雲母を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/6橙 色

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

軸轄による成形
平底より緩やかに開く

(外 )械櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏櫨による撫で
墨書

SMC-2
石室外
132-4

不

土師

16.0
47
69

11縁一部
底部完″

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 i良好
色 ,(外 )5VR5/31こ ぶい赤褐色

(内 )黒色

上げ底の底部より内弯
しながら立ち上がり、
口縁で僅かに外反する

(外 )競櫨による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競櫨による撫で

SMG-2
石室外
132- 5

郭

土師

9.6
24
46
1/3

胎
焼
色

金雲母を多く含む
良好
(外 )7.5YR7/4に ぶい橙色
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙色

上げ底の底部より内弯
して立ち上がる

(外 )体部輯輯による撫で、底部
回転糸切り

(山 )魏鑢による撫で

SMG-2
石室外
132- 6

郷

土師

10 7
3.4
5,0

日1/3
底報党存

胎 ,0.4の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(イ )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部より内弯 し
て立 ち上が り口縁に至
る

(外 )競鑢による撫で、底部回転
糸切り

(内 )軽輯による撫で
軸鑢右回転

SIC- 2
石室外
132- 7

郭

土師

12.0
3.8
48

底部完存
日3/4

胎 ,03～05の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部より内弯 し
ながら立ち上がり、日
縁に至る

(外 )軽輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏櫨による撫での後磨き
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SuC-02
石室外
132- 8

郭

土師

10.4
24
4.4

完存

胎 ,0.3の 礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

上げ底の底部より内弯
しながら立ち上がり、
口縁に至る

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )魏櫨による撫で

SuC-02
石室外
132- 9

邦

土師

11.9
3.2
4.6

日1/4
底器完存

母
　
　
色

奎
蚕
　
　
褐

　ヽ
　
赤

母
　
　
い

雪
泰
　
　
ぶ

金
　
　
に

ヽ
む
　
海

礫
含
　
Ｒ４
色

の
を
　
５Ｙ
黒

０・３恥
餅
的
∽

；
粗

；
；

胎
　
焼
色

上げ底の底部より内弯
しながら立ち上がり、
日縁に至る

(休 )軸輯による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )韓轄による撫で

SIG- 2
石室外
132-10

郭

土師

11.1

3.8
4.3

完存

胎 ;03～ 0.7の 礫を多 く
雲母、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(4)5YR7/41こ ぶい橙色

(内 )5YR7/4に ぶい橙色

平底の底部より内弯し
ながら広がり、口縁に
至る 底部が器厚

(外 )軸韓による撫で、底部同転
糸切 り

(内 )輯輯による撫で
椛轄右回転

SMC-2
石室外
132-11

郭

土師

113
34
4.0

底部完体
日1/2

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )57R6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

平底の底部から体部は
内弯しながら開き、口
縁部で外反する

き
き

磨
磨

箆
箆

る

る

よ

よ

に

に

輯
輯

競
雑

SMG-2
石室外
132-12

郭

土師

10.1
3.0
4.6

日1/6
底1/3

胎 ;0.3の礫を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部より内弯 し
て立ち上がり日縁に至
る

(外 )競鞭による撫で、底部回転
糸切り

(内 )軽輯による撫で

SMG-2
石室外
132-13

雰

土師

12.7
3.5
6.5

日1/7

底1/3

胎 ,0.4の礫、金雲母、雲母
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5VR5/3に ぶい赤褐色

(内 )5YR5/3に ぶい赤褐色

上げ底の底部より内弯
しなが ら立ち上がり、
口縁で僅かに外反する

(休 )競轄による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )魏輯による撫で

SIG-2
石室外
132-14

雰

土師

．３．‐８．６脚
開

胎 ;石英、粗砂粒を多 く含む
焼 ;良好
色 ;(休 )7.5YR5/3に ぶい褐色

(内 )7.5YR5/2灰 褐色

体部は僅かに内弯して
立ち上がる

で撫
き

る
磨

よ
箆

に
な

輯
寧

軽
丁

部
部

体
体

SIC-2
石室外
132-15

郭

土師

‐０，７２，７一睦
開

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/4に ぶい橙色

(内 )5YR6/6橙 色

体部で稜を有 し口縁に
至る

(外 )競輯による撫での後磨き
(内 )輯輯による撫での後精緻な

磨き

SIG-2
石室外
132-16

邪

土師

10.9
4.4

口縁
1/6

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR3/3暗 赤褐色

(内 )5YR5/3に ぶい赤褐色

口縁で緩やかに外反す
る

(休)競輔による撫で
(内 )軸輯による撫で

SIC-2
石室外
132-17

邦

土師

．３．９８．０湘
銹

金雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )2.5YP6/4に ぶい橙色
(内 )2.5YR6/4に ぶい橙色

胎
焼
色

付高台の底部から緩や
かに立ち上がる

(外 )高 台・ 体部輯幅による撫で
底部回転糸切り

(内 )撫 で

SIG- 2
石室外
138-18

邦

土師

14.0
5,6
7.5

日1/9
高台完存

;04の 礫、雲母、粗砂粒
を含む
;良好
;(外 )5YP5/4に ぶい赤褐色
～6/6橙 色 (内 )6/6橙色

胎
　
焼
色

付高台の底部より広が
りながら立ち上がり、
日縁で僅かに外反する

(外 )輯櫨による撫で
(内 )魏輯による撫で
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遺構No

図版No
種
類

器
種

法量
残存 質器 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

Sと G-2
石室外
133-19

郭

上師

13.2
5,3
6.9

111/5

高台完存

胎 ,0.4の礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR5/6明 赤褐色

(内 )5YR5/6明 赤褐色

弯
に

内
縁

り

口

よ

ヽ

部
き

底
開

の
一り

ム
ロ
ＡＴ

高
な
る

付
し
至

(外 )競櫨による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯輯による撫で

SMG- 2
石室外
133-20

郭

土師

14.9
5.5
67

日1/4
底部完存

胎 :03の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良 好
色 ,(外 )10YR6/41こ ぶい黄橙

色 (内 )10YR6/4に ぶい黄
橙色

部

に
ら

体
面
が

り
外
な
る

よ

ヽ
し
至

部
し
有

に

底
弯
を
縁

の
内
稜

口

台
く
な

ヽ

高
緩
か
き

付
は
僅
開

(赤 )輯幡による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯軽による撫で

SIC-2
石室外
133-21

不

土師

35
70

林都一部
底部完存

胎 ,金 雲母を多く、粗砂粒を
含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )5VR6/6疱登t色

内一りか
る

部
が

底
上

の
ち

き
立

付

て

ム
ロ
ユ）

高
弯

(外 )体部競輯による撫で
(内 )軽輯による撫で

Sほ G-2
石室外
133-22

郭

f土 白市

高2,4
6.4

高台部
のみ

金雲母、雲母を多 く含む
良好
(4)7 5YP6/4に ぶい橙色
(内 )7 5YR6/4に ぶい橙色

胎
焼
色

付高台 (外 )横撫で
(内 )横撫で

SMC-2
石室外
133-23

イ

土師

脚18
7.4

脚部
のみ

胎 ;金 雲母を多く含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VP6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

付高台 (外 )底部回転糸切りの後脚部を
付ける

(ぬ )撫 で

SMG-2
憑室外
133-24

郷
　
鰤

15.0
4.6
84

日縁～底
部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 i良好
色 ,(休 )7.5VR7/4明 掲色

(内 )黒色

上げ底の底部より内弯
して立ち上がり、口縁
部で僅かに外反する

(外 )体部魏輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )黒色処理十精級な箆磨き

SIC-2
石室外
133-25

杯

:L自師

16.8
5.1
66

日3/4
底部完淳

胎 ;0.4の礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 i良好
色 ,(外 )5YR7/6橙 色

(内 )黒色

僅かに上げ底の底部よ
り内弯 しなが ら立ち上
がり、口縁で僅かに外
反する

(外 )魏輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競輔による撫での後丁寧な
放射状磨き、口縁は横磨き

軸鞭右回転 墨書

SXG-2
石室外
133-26

郷

土師

14.0
4.7
6.2

体1/5

底部完存

胎 ;石英、粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YP6/3に ぶい褐色

(内 )黒色

平底の底部から体部は
内弯 して立ち上がる

(外 )体部輯輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )黒色処理 +精級な箆磨き
朝輯右回転

SIG-2
石室外
133-27

雰

土師

12.8
3.8
5.6

日2/3

底部完存

胎 ,03～ 05の 礫、石英、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR6/4に ぶい橙色

(内 )黒 色

上げ底気味の底部から
体部は僅かに内弯して
開く

(外 )体部競輯による撫で、底部
回転糸切り

(内 )黒色処理 +箆 磨き
競輯右回転 墨書土器

SMG-2
石室外
133-28

郭

土師

３
．
＆

ａ

／

胎 i03～ 0,7の 礫、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR5/4に ぶい褐色

(内 )黒色

平底の底部から、体部
は内弯 して立ち上がる

(体 )体部輯櫨による撫で、底部
回転糸切り

(内 )黒色処理 +箆磨き
競輔右回転

SMG-2
石室外
133-29

郭

土師

13.8
37
6.0

日1/4

底1/2

胎 ;雲 母、石英、粗砂粒を多
く含む

焼 i良 好
色 ,(休 )10YR4/2灰黄褐色

(内 )黒色

平底の底部から、体部
は内弯 しなが ら開く

(外 )体部競幅による撫で、底部
回転糸切り

(内 )黒色処理十縦位の箆磨き
輯輯右回転
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遺構No

図版No
器種
種類

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SIC-2
石室外
133-30

郭

土師

13.4
34
5.6

日1/2
底3/4

胎 ;0.4の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR5/5明 赤褐色

(内 )黒色

上げ底の底部よ
して立ち上がり
至る

弯
に

内
縁

り
口

(外 )軽輯による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )魏輯による撫での後磨き

SIG-2
石室外
133-31

邦

土師

13.8
3.3

日1/5
体一部

胎 ;雲母、石英、粗砂粒を多
く含む

焼 ;良好
色 ,(外 )5YR5/31こ ぶい赤褐色

(内 )黒色

開

外

・り
に

カ

カ

な
僅

し
で

弯
部

内
縁

は
□
る

部

すヽ

体
き
反

(外 )体部輯幅による撫で
(内 )精級な箆磨き 黒色処理

SIG-2
石室外
133-32

邪

土師

一
一　
・
８
部
存

５
底
完

胎 ;石英、粗砂粒を多 く含む
焼 ,良好
色 ;(外 )7.5YR5/4に ぶい褐色

(内 )黒色

僅かに上げ底の底部 (外 )底部回転糸切り
(内 )箆磨き 黒色処理

S‖ G-2
石室外
134-33

郭

須恵

13,8
3.8
7.7

日縁部
一部欠

胎 ,0.3～ 0.9の 礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR4/1灰 褐色

(内 )5YR5/2灰 オリーブ色

上げ底の底部 より内弯
しなが ら立ち上が り稜
を有 し、口縁で外反す
る

(外 )競鑢による撫で、底部回転
糸切り

(内 )競櫨による撫で
軽櫨右回転
火欅

SIG-2
石室外
134-34

郭

須恵

14.0
3.7
6.0

日縁部
一部欠

胎 iO.3～ 05の礫を多 く、
雲母、粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )2 5VR6/1黄 灰色

(内 )2 5YR5/2灰 黄色

平底の底部より内弯 し
ながら立ち上がり口縁
に至る

底部回転で
　
で

撫
　
撫

る

　

る

よ

　

よ

に

　

に

輯
り
輯

競
切
輯

ｐ
糸
Ｄ

SXG-2
石室外
134-35

郷

須意

13.8
2,8

日縁部
1/8

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )10YR7/1灰 白色

(内 )10YR7/1灰 白色

(4)輯 輯による磨き
(内 )範輯による磨き

釉
釉

灰
灰

SIG-2
石室外
134-36

郷

須意

13.9
2.6
6.8
1/6

胎 ;細 砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )2.5GY7/1明 オ リーブ

色 (内 )2.5GY5/1オ リーブ
灰色

付高台
底部位より大 きく広が
る

(外 )城櫨による磨き
(内 )城輯による磨き

SMG-2
石室外
134-37

郭

須意

2.1
89

高1/8
底1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YR5/1褐 灰色

(内 )10YR5/1褐 灰色

付高台 (外 )魏輯による撫で
(内 )競輯による撫で 布の撫で

SIG-2
石室外
134-38

邦

須恵

1,9
9.8

高台
1/6

胎 ,0.3の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10VP4/1褐 灰色

(内 )10YR4/1褐 灰色

付高台 (外 )輯櫨による撫で、底部回転
糸切り 火欅

(内 )輯輯による撫で

SMC-2
石室外
134-39

郭

須恵

３
．２
．６
．縁
角

,0.3～ 0.7の 礫、粗砂粒
を含む
;良好
,(休 )2 5YR7/2灰 黄色

(内 )2.5YR7/2灰 黄色

胎
　
焼
色

付高台
底部より内弯 しながら
広がり、内面に段を有
し□縁で僅かに外反す
る

(外 )城輯による撫で 灰釉
(内 )魏櫨による撫で 灰釉

SIG-2
石室外
134-40

郭

須恵

18.9
7.0

日縁―部
体1/3

胎 ,03～06の礫、金雲母
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )2.5YP5/6明 赤褐色

(内 )黒 色

口カ広

る
り
す

よ
反

部
外

合

で

接
縁

(外 )魏輯による撫での後磨き
(内 )競輯による撫での後磨き
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遺構No

図版No
種
類

器
種

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SIG-2
石室外
134-41

高邦

土師

19.6
5.0

邦部
1/4

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色～

口縁一部黒色
(内 )黒色

接合部より内弯 して広
がり、体部で屈曲して
外反 して、口縁部に至
る

(外 )□ 辺部朝轄による撫で、体
部下位箆肖1り

(内 )魏横による撫での後丁寧な
箆磨き 黒色処理

S tt G-2

石室外
134-42

高邦

土師

5.0

脚部
一部

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/41こ ぶい橙色

(内 )黒色

(外 )縦位の箆磨き
(内 )箆肖Uり

SHG-2
石室外
134-43

高郭

土師

一　
・
０

・
５
部
部

５
‐４
脚
裾

胎 ,0.3～ 05の礫、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(休 )5VR6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

脚部裾部で大きく開く (外 )箆削りの後、縦位の箆磨き
裾横位の箆磨き

(内 )裾魏轄による撫で、脚箆削
り

Sと G-2
石室外
134-44

皿

土師

13.4
3.1
6.3

日一部欠
高一部欠

胎 ,0.4の 礫、金雲母、粗砂
粒を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/6橙 色

(内 )黒色

付高台
底部より大きく広がり
口縁で僅かに外反する

(赤 )輯轄による撫で
(内 )魏櫨による撫での後磨き

SIC-2
石室外
134-45

皿

土師

10,7
2.9
5,8

日1/8
高4/5

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(4)5VR6/6橙 色

(内 )5YR6/6橙 色

付高台
底部より大きく広がる

(外 )魏櫨による撫で
(内 )魏櫨による撫で

・２
外
４６

鮒
確
‐３４．

望

須恵

7.7

体部
一部

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )2.5YR5/2暗 灰黄色

(内 )5.5YR5/2暗 灰黄色

肩に三角帯を有す (外 )魏横による撫で、箆叩き
(内 )軽輯による撫で

SMG-2
石室外
134-47

甕

土師

176
8.6

日霰部
1/3弱

胎 ;雲 母、白色砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR6/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙色

口辺部「 コの字」状に
外反する

(外 )口縁部横撫で、胴部平行文
の叩き

(内 )横撫で

SMG-2
石室外
134-48

甕

土師

19.8
4.3

胎 ;雲母を多 く、白色砂粒を
僅かに含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5VR5/6明 赤褐色

(内 )7.5YR6/5明 褐色

口辺部「 コの字J状 に
外反する

(外 )口 縁部横撫で、顕部箆削 り
の後横撫で

(内 )横撫で

SIC-2
石室外
135-49

甕

土師

19.2
6.0

口縁
一部

胎 ;0.3の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/41こ ぶい赤褐色

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐色

□縁で「 コの字」状に
外反する

(界 )口縁部横撫で、顕部箆状工
具による横位の撫で、胴部叩
きの後箆削り

(内 )胴部横位の箆撫で

SIG-2
石室外
135-50

甕

土師

11,9
3.3

日録部
1/4

胎 ;0.3の 礫、雲母、粗砂粒
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/4に ぶい赤褐色

(内 )5Y25/4に ぶい赤褐色

口縁で「 くの字」状に
外反する

(オ )城櫨による撫で
(内 )戦輯による撫で

SXG-2
石室外
135-51

甕

須恵

15.0
14.5

体部一部
匠2/5

胎 ,0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )2.5YR5/1黄 灰色～
6/2灰黄色

(内 )2.5VR6/2灰 黄色

平底の底部から体部は
直線的に外傾する
粘土帯積み上げ

(外 )平行文の叩き
(内 )刷毛、指の押圧、撫で

古 墳 出 土 遺 物 観 察 表 (5)第 50表
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遺構No

図版No
種
類

器
種

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SIG-2
石室外
135-52

甕

須恵

６
．
７

３
．
６

一
酬
周

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10Y6/1灰 色 灰釉

(内 )10Y6/1灰 色

口縁部で「 くの字J状
に外反 し、稜を有す

(外 )競輯による磨き
(内 )軽犠による磨き

SIG-2
石室外
135-53

甕

須恵

．２．０．螂
報

胎 ,0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YR4/1褐灰色

(内 )10YR4/1褐灰色

(外 )魏頼による撫で
(山 )軽櫨による撫で

S tt G-2

石室外
135-54

羽釜

土師

・
０

・
０

一
体
部

２４

‐３

　

日

一

胎 ;0.4の 礫、雲母、金雲母
を含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5VR4/3褐 色

(内 )7.5YR4/34島 {ヨ

羽 釜 (外 )口 縁部横撫で、胴部叩きの

後箆削り
(内 )刷毛状工具による横位の撫

で

SMG-2
石室外
135-55

長頚肛

須恵?

7.0
6.2

頸部

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YR5/2オ リーブ灰

色 (内 )10VR5/2オ リープ
灰色～4/2オ リープ灰色

口縁部で屈曲し、口唇
部に至る

釉
釉

緑
緑

SXG-2
石室外
135-56

鉢

縄文

10.0
胎 ;0.3の 礫、金雲母、石英

を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/4に ぶい赤褐色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

(外 )沈線に文様構成

SMC-3
石室外
136- 1

イ ?

土師

2.0
10,4

底部
1/5

胎 ;石英を多く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10VR6/4に ぶい黄橙

色
(内 )5YR6/4に ぶい橙色

平底の底部に指で摘ん
だ形の足がついている

で
で

撫
撫

SIG-3
石室外
136- 2

郭

陶器

1.6
4.0

高2/3
底部完専

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(休 )10YR5/2灰黄褐色

(内 )10YR6/2灰 黄褐色

付高台 (外 )魏輯による撫で
(山 )軽幅による撫で

Sと G-3
石室外
136- 3

?

縄 文

70
胎 ;0,3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YR6/4に ぶい黄橙

色 (内 )10YP6/4に ぶい黄
橙色

口縁の下に稜を有 し
口唇部は面取り

(外 )口 縁部横撫で
(内 )横撫で

SXG-5
石室外
137- 1

雰

土師

10.0
3.3
4.8

日7/8
底部完存

胎 ,0.3の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR5/4に ぶい赤褐色

(内 )5YP5/4に ぶい赤褐色

僅かに上げ底気味の底
部より内弯しながら立
ち上がり、口縁部で僅
かに外反する

(外 )体部輯轄による撫で、底部
回転糸切り

(内 )犠櫨による撫で
競犠右回転

SIG-5
石室外
137- 2

郭

土師

10.4
32
48

日J/3
底部完存

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR8/3淡 橙色

(内 )5YR8/3淡 橙色

体部は僅かに内弯 して
開く
粘土帯積み上げ

(外 )競輯による撫で、底部回転
糸切り

(山 )競轄による撫で

SIG-5
石室外
137- 3

邦

土師

10.5
4.0
4.7

1ま とぎ

完存

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5VR6/41こ ぶい橙色

(内 )5YR6/4に ぶい橙色

体部は内弯しながら開
き、□縁部でやや外反
する
粘土帯積み上げ

(4)競 輯による撫で、底部回転
糸切り

(内 )機轄による撫で

古 墳 出 土 遺 物 観 察 表 (6
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遺構No

図版No
器種
種類

量
存

法
残 器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SXG-5
石室外
137- 4

イ

土師

24
7.0

底部
完存

胎
焼
色

粗砂粒を含む
良好
(外 )7YR7/3に ぶい橙色
(内 )5YR5/1褐 灰色

(外 )横撫で、底部回転糸切 り
(内 )犠犠による撫で

SIC-5
石室外
137- 5

郭

土師

３

．
３

．
５

．

々

／

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を含む
良好
(外 )7.5YR7/6橙 色
(内 )黒色

平底より内弯 して立ち
上がり、口縁部で僅か
に外反する

(外 )体部機櫨による撫で、底部
回転糸切り十箆調整

(内 )黒色処理

SIG-5
石室外
137- 6

郷

土師

10.4
3.2
2.2

日～底
1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YP8/3浅黄橙色

(内 )10YR8/3浅黄橙色

丸底より内弯 して立ち
上がる

で
で

撫
撫

の
の

位
位

横
横

SNC-5
石室外
137- 7

イ

土師

1.8
3.6

底部
1/4

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR6/4に ぶい橙色

(内 )7.5YR6/3に ぶい褐色

平底の底部 (外 )体部機構による撫で、底部
回転糸切り

(内 )軸轄による撫で

SIC-5
石室外
137- 8

雰

土師

２

．
５

．
６

．
録

／

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR5/2灰 褐色

(内 )黒色

開
外

・り

に

カ

カ

な
僅
　
げ

し
は
　
上

弯
部
　
み

内
縁
　
積

は
□
る
帯

部

すヽ
土

体
き
反
粘

(外 )体部横位の撫で、底部回転
糸切 り

(内 )黒色処理 +箆磨き

SIG-5
石室外
137- 9

イ

土師

14.3
65
8.4
3/4
高2/3

胎 ;0.3～ 0.5の 礫、雲母、
粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ,(外 )7.5VR5/4に ぶい褐色

(内 )黒色

体部は内弯 しながら開
き、日縁部で外反する
粘土帯積み上げ

(外 )体部は横位の撫で
(内 )黒色処理十箆磨き

SIC-5
石室外
137-10

郭

土師

５
．５
．＆
／
競

胎 ;黒雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5VR3/4暗 赤褐色

(内 )5YR4/4に ぶい赤褐色

体部は緩 く外反 しなが
ら開 く
粘土帯積み上げ

(外 )体部輯櫨による撫で、底部
回転による箆切り

(内 )軽轄による撫で

SIC-5
石室外
137-11

雰

土師

2.4
7.4

高台‖腹
報1/2

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/6橙 色

(内 )10YR6/3に ぶい黄橙
色

付高台 (外 )底部回転糸切りの後撫で
(出 )横撫で

S tt G-5

石室外
137-12

イ

土師

．
２
．
６

６
．
６
制
海

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7 5YR6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )軽機による撫で
(内 )黒色処理

SuC-5
石室外
137-13

郭

土師

2.6
6.4

底部
1/2

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10VR8/2灰白色

(内 )黒色

付高台 (外 )底部箆切り
(山 )黒色処理

SHG-5
石室外
137-14

雰

土師

1.7
4.8

高2/3
底部完淳

胎 ,金雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10VR6/4に ぶい橙色

(内 )黒色

付高台 (外 )底部回転糸切りの後撫で
(内 )黒 色処理

古 墳 出 土 遺 物 観 察 表 (7)第 52表

―-135-―



遺構No

図版No
種
類

器
種

法量
残存

器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SIG-5
石室外
137-15

邦

須恵

4.2
8.4

底部体部
1/8

胎
焼
色

粗砂粒を含む
良好
(休 )25Y7/2灰 黄色
(内 )2.5Y7/2灰黄色

高台付の底部から内弯
して立ち上がる

で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

輯
轄

輯
軽

SIG-5
石室外
137-16

邪

須恵

1,1

7.0

底部
1/4

胎 ;白 色砂粒を多 く含む
焼 ;良好
色 ;(外 )2.5V5/1黄灰色

(内 )2.5Y5/1黄灰色

平底の底部 (休 )体部輯機による撫で、底部
回転糸切り

(内 )輯輯による撫で

SXG-5
石室外
138-17

郭

須恵

一　
・
２

・
０
部
存

２
４
底
完

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YP8/1灰 白色

(内 )5VR8/1灰 白色

(4)輯嬉による撫で、底部回転
糸切 り

(内 )輯櫨による撫で

SMG-5
石室外
138-18

雰

灰釉

13.5
4.0
7.2

日1/5
匠1/2

胎 ;白 色砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YP7/1明 褐灰色

(内 )5YR7/1明 褐灰色

体部は内弯 して開き、
口縁部で僅かに外反す
る
粘土帯積み上げ

で
で

撫
撫

の
の

位
位

横
横

SIC-5
石室外
138-19

甕

土師

2.7
9,6

底部
2/3

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )10YR6/4に ぶい黄橙

色 (内 )10YR6/4に ぶい黄
橙色

平底の底部 (外 )底 に葉の模様あり

SIG-5
石室外
138-20

甑

上師

５

．
５

．
０

．
／

胎 10,3の 礫、粗砂粒を多 く
含む

焼 ;良好
色 ;(休 )5YR7/6橙 色

(内 )5YR7/41こ おミい増護t色

孔部から胴部はやや内
弯 して日縁部は外反 し
て開く
粘土帯積み上げ

(外 )日縁～孔部箆削り後箆磨き
をして、口縁もう一度横位の

箆磨き
(内 )箆 削り後胴部下位に刷毛目

を し丁寧に横位の箆磨き

SIG-5
石室外
138-21

壺 ?

須恵

4.7
胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(休 )2.5Y6/2灰黄色

(内 )2.5V7/2灰黄色

(外 )叩 き目
(内 )青海波文の叩き

SMC-5

138-22

長頚壺

須恵

13.6
9.7

日縁部
1/2

胎 ;粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5Y6/2灰 オ リーブ色

(内 )5V7/1灰 白色

頸部より外反する口縁
に至る

(外 )城輯による撫で、部分的に

釉がかかる
(内 )軸輯による撫で

SIC-5
石室外
138-23

長環ヨ

須恵

２０．６５．５一嘲
一部

胎 ;白 色砂粒、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ,(外 )5V2/1黒色

(内 )2.5Y5/2暗灰黄色

外反 した口縁 で
で

撫
撫

る

る

よ

よ

に

に

轄
轄

魏
軸

SMC-5
石室外
138-24

長現重

須恵

6.6

日縁部
一部

胎
焼
色

白色砂粒、粗砂粒を含む
良好
(外 )2.5Y5/1黄灰色
(内 )2.5Y5/2暗灰黄色

外反 した口縁
粘土帯積み上げ

(外 )魏轄による撫で
(内 )義輯による撫で

SIC-5
石室外
138-25

深鉢

縄文

10.5

日縁部
一部

胎 ;石英、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR4/2灰 褐色

(内 )7.5VR6/3に ぶい褐色

胴部より僅かに外反 し
口縁に至る
粘土帯積み上げ

(外 )胴部と口縁部に条線文ある

磨き?
(内 )横撫での後磨き

古 墳 出 土 遺 物 観 察 表 (8)第 53表
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Ⅶ図ゴ童



Ｐ
Ｌ
ｌ
　
神
林
遺
跡

・
下
郷
古
墳
群
空
撮

―-138-―



Ｐ
Ｌ
２
　
神
林
遺
跡
遺
構
写
真

（
１
）

KNB

SB-01(E)

KNB

SB-01寵 (E)

KNB

SB-03(W)

―-139-―



Ｐ
Ｌ
３
　
神
林
遺
跡
遺
構
写
真

（
２
）

KNB

SB-08(S)

KNB

SB-09(W)

KNB
SB-10(W)

一-140-一



Ｐ
Ｌ
４
　
神
林
遺
跡
遺
構
写
真

（
３
）

KNB

SB-10竃 (W)

KNB

SB― H(E)

KNB

SB-13(E)

-141-



Ｐ
Ｌ
５
　
神
林
遺
跡
遺
構
写
真

（
４
）

KNB

SB-13竃 (E)

KNB

SB-14(E)

KNB

SB-14竃 (E)

―-142-―



Ｐ
Ｌ
６
　
神
林
遺
跡
遺
構
写
真

（
５
）KNB

SB-19(N)

手前 は SB-29

奥 は SB-30

KNB

SB-21(E)

KNB

SB-22(E)

-143-



Ｐ
Ｌ
７
　
神
林
遺
跡
遺
構
写
真

（
６
）

KNB

SB-23(W)

KNB

SB-23竃 (W)

KNB

SB-24(E)

―-144-―



Ｐ
Ｌ
８
　
神
林
遺
跡
遺
構
写
真

（
７
）

KNB

SB-28(W)

KNB

SB-30(手 前・ S)

KNB

SX-01(E)

一-145-―



Ｐ
Ｌ
９
　
下
郷
第
１
号
古
墳
写
真

SMG-1(S)

調査前

SMG-1奥 壁 (S)

銘文

SMG-1(S)

調査後

―-146-―



Ｐ
Ｌ
ｌＯ
　
下
郷
第
２
号
古
墳
写
真

（
１
〉

SMG-2(S)

調査前

SMG-2(W)

調査前

SMG-2(S)

石積除去後

―-147-―



Ｐ
Ｌ
ｌｌ
　
下
郷
第
２
号
古
墳
写
真

（
２
）

SMG-2

石積除去後

SMG-2(S)

石室内石積

SMG-2(N)

石室内石積

(N)

―-148-―



Ｐ
」
‐２
　
下
郷
第
２
号
古
墳
写
真

（
３
）

SMG-2(W)

直刀出土状態

SMG-2(S)

閉塞石除去後

SMG-2(S)

人骨 。金環出土状態
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Ｐ
」
‐３
　
下
郷
第
２
号
古
墳
写
真

（
４
）

SMG-2(S)

石室内金環等出土

SMG-2(S)

覆土除去後

SMG-2(S)

石室内小礫除去後
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Ｐ
」
‐４
　
下
郷
第
３

●
５
号
古
墳
写
真

SMG-3(S)

調査前

SMG-3(W)

調査前

SMG-5(S)

調査前
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Ｐ
」
‐５
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
１
）

KNB   KNB

SB-01  SB-01

-ol    -07

KNB   KNB

SB-01  SB~01

-02     ~13

KNB   KNB

SB-01 SB~01
-03     ~13

KNB

SB-01
-04

KNB

SB-01
-14,-15

KNB  KNB

SB-01 SB-03
-05    -01

KNB  KNB
SB-01 SB~03

-06       ~~03

―-152-―



KNB  KNB
SB-03 SB-03

-05   -11

KNB  KNB

SB-03 SB-03
-06    -14

KNB   KNB

SB-03 SB-03

-07    -15

KNB  KNB

SB-03 SB-03
-08    -16

KNB  KNB

SB-03 SB-03

-09    -17

KNB  KNB

SB-03 SB-03
-lo    -18

Ｐ
」
‐６
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
２
）

―-153-一



Ｐ
Ｌ
Ｗ
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
３
）

KNB  KNB

SB-03 SB-03
-19    -29

KNB  KNB

SB-03 SB一 o3

-20    -30

KNB  KNB

SB-03 SB-03
-25       ~-32

KNB  KNB

SB-03 SB-03
-26    -31

KNB  KNB

SB-03 SB-03
-27       --38

KNB  KNB

SB-03 SB-03

-28    ~34

―-154-―



KNB  KNB

SB-03 SB-08
-35    -05

KNB   KNB

SB-03 SB-08
-36      -06

KNB   KNB

SB-08 SB-08
-01    -07

KNB  KNB

SB-08 SB-09
-02    -01

KNB  KNB

SB-08 SB-09

-03       --02

KNB  KNB

SB-08 SB― o9

-04       -― o3

Ｐ
」
‐８
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
４
）

―-155-一



Ｐ
」
‐９
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
５
）

KNB  KNB

SB-09 8B-10
-04       --09

KNB  KNB

SB-09 sB_12
-05    _01

KNB

SB-09

-06

KNB

SB-12
-03

KNB  KNB

SB-10 SB~12

-03      ~04

KNB  KNB

SB-10 SB~12
-05       ~~06

KNB  KNB

SB-10 SB-12

-06     -07

―-156-―



KNB

SB-14
-02

KNB   KNB

SB-13 SB-14
-02        --03

KNB  KNB

SB-13 SB-14
-03     -04

KNB   KNB

SB-13 SB-14
-04        --05

Ｐ
Ｌ
２０
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
６
）

雑:き二13

-05

KNB   KNB

SB-14 SB-14
-01    -07
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Ｐ
Ｌ
２‐
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
７
）

KNB   KNB

SB-14 sB-14
-08    -12

KNB  KNB

SB-14 SB-14
-09    -13

KNB

SB-14

-10

KNB  KNB

SB-14 SB-14
-11   -14

―-158-一



Ｐ
Ｌ
２２
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
８
）

KNB   KNB

SB-14 SB-18
-16    -10

KNB

SB-19
-01

KNB  KNB

SB-14 sB一 〕9

-17    -o5

KNB  KNB

SB-14 SB-19

-18    -06

KNB  KNB

SB-18 SB-19
-04      -07

Ⅷ

―-159-一



Ｐ
Ｌ
２３
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
９
）

KNB   KNB

SB-19  SB-21
-08    -01

KNB   KNB

SB-19  SB-21

-09        --02

KNB   KNB
SB-19 SB-23

-13    -02

KNB  KNB

SB-19 SB-23
-14    -03

KNB   KNB

SB-19 SB-23
-15    -04

KNB  KNB

SB-19 SB-23

-16    -07

―-160-―



KNB   KNB

SB-23  SB-23
-08     -15

KNB   KNB

SB-23  SB-23
-09     -21

KNB   KNB

SB-23  SB-24

-H    -05

KNB   KNB

SB-23  SB-24
-12     -10

KNB   KNB

SB-23 sB-26
-13    -o3

KNB  KNB

SB-23 SB-27

-14    -03

Ｐ
Ｌ
２４
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
１０
）
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Ｐ
Ｌ
２５
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
１１
）

KNB   KNB

SB-27 SB-28
-04        --07

KNB   KNB

SB-27 SB-28

-05        --08

KNB  KNB

SB-28 SB-28

-01    -10

KNB   KNB

SB-28 SB-28
-02    -12

KNB  KNB

SB-28 SB-28

-04    -13

KNB  KNB

SB-28 SB-30
-05     -03

―-162-―



KNB   KNB

SB-30 SD-01

-03墨書   ―ol

KNB   KNB

SB-30  SD-01

-04     -02

KNB   KNB

SB-30  SD-01
-05     -03

Ｐ
Ｌ
２６
　
神
林
遺
跡
出
土
遺
物
写
真

（
１２
）

KNB

SB-30
-06

KNB

SD-01
-05

KNB   KNB

SB-30 SD-01
-09      -06

KNB   KNB

SB-30 SD-02
-12     -03

一-163-一


